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歳入・歳出 81億5301万円

賛成多数で可決 な
ん
ぶ
暮
ら
し
の
予
算
を
審
査

一般会計 10人
３人

賛成
反対

令和６年度
当初予算

３月定例議会報告

令和６年３月定例議会は６日（水）から28日（木）まで開催された。
令和６年度一般会計・特別会計、条例の制定及び改正、令和５年度補正予
算など36議案、陳情の２件、議員による発議案３件が審議された。

３月
定例議会

討
論

反対
・保育園について民間移管について見直しを求める。
　保育園の事業費、交付税の算定などきちんと
　説明すべき。
・ごみ処理計画について可燃ごみ減量化計画でなく、
　ごみ全体を減らすという計画に見直すべき。
・会計年度任用職員の抜本的な処遇改善と正規
　職員の増を求める

賛成
・今回の予算は人口減少を見据えた若者・
　子育て支援を充実させる事業が入っている。
・イネカメムシ補助、個別施設計画、
　学校トイレの洋式化、少人数学級の全町
　実施など地域に密着した予算であり賛成
　する。

歳入

地方消費税交付金　2億4559万円　3.0％
地方譲与税  　　　　　9374万円　1.1％
地方特例交付金　　　 　658万円　0.1％
自動車税交付金　　 　　709万円　0.1％
ゴルフ場利用税交付金　 500万円　0.1％
利子割交付金　　　　　　58万円　0.0％
交通安全対策特別交付金　76万円　0.0％
配当割交付金　　　　　 509万円　0.1％
株式譲渡所得割交付金　 462万円　0.1％

町税
9億8039万円
12.0％

25.0%
19億5356万円

繰入金
6億8954万円
8.4％

諸収入 6679万円　0.8％

地方交付税
37億3800万円
45.8％

県支出金
6億9857万円
8.6％

国庫支出金
8億1533万円
10.0％

町債
4億8850万円
6.0％

分担金及び負担金 7653万円　0.9％

財産収入 　　　　4616万円　0.6％
使用料及び手数料 3165万円　0.4％
繰越金 　　　　　5000万円　0.6％
寄付金 　　　   1億250万円　1.3％

自主
財源

75.0%

依存財源

歳出

民生費
28億7068万円
35.2％

総務費
16億4244万円
20.2％

公債費
6億3834万円
7.8％

衛生費
9億2132万円
11.3％

教育費
7億1106万円
8.7％

土木費
5億9100万円
7.2％

農林水産業費
6億1022万円
7.5％

議会費　 8646万円　1.1％
消防費　 3686万円　0.5％
商工費　 3371万円　0.4％
予備費　 1091万円　0.1％
災害復旧費     1万円　0.0％

61億945万円

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和６年度一般会計予算
議員名（議席番号順）

なんぶ議会だより　第 79号３ なんぶ議会だより　第 79号 ２

全会一致で可決
議案第 ２ 号　令和5年度一般会計補正予算　　　　　　　　
議案第 ３ 号　令和5年度国民健康保険事業特別会計補正予算
議案第 ４ 号　令和5年度後期高齢者医療特別会計補正予算
議案第 ５ 号　令和5年度公共下水道事業特別会計補正予算
議案第 ６ 号　令和5年度太陽光発電事業特別会計補正予算
議案第 ７ 号　令和5年度水道事業会計補正予算 
議案第 ８ 号　令和5年度病院事業会計補正予算
議案第 ９ 号　令和5年度在宅生活支援事業特別会計補正予算
議案第10号　南部町情報公開条例の一部改正について
議案第12号　町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について
議案第13号　がんばれふるさと寄付条例の一部改正について
議案第14号　町営バスの管理運営及び運行に関する条例の一部改正について
議案第16号　病院事業の設置に関する条例の一部改正について
議案第17号　老人いこいの家条例の廃止について

賛成多数で可決
議案第11号　特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
議案第15号　南部町コテージ条例の一部改正について

令和６年度一般会計の歳入歳出当初予算採決結果（○賛成 ×反対）
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×

○令和６年度一般会計予算
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なんぶ議会だより　第 79号３ なんぶ議会だより　第 79号 ２
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議案第 ９ 号　令和5年度在宅生活支援事業特別会計補正予算
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議案第12号　町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について
議案第13号　がんばれふるさと寄付条例の一部改正について
議案第14号　町営バスの管理運営及び運行に関する条例の一部改正について
議案第16号　病院事業の設置に関する条例の一部改正について
議案第17号　老人いこいの家条例の廃止について

賛成多数で可決
議案第11号　特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
議案第15号　南部町コテージ条例の一部改正について

令和６年度一般会計の歳入歳出当初予算採決結果（○賛成 ×反対）



なんぶ議会だより　第 79号５ なんぶ議会だより　第 79号 ４

３月定例議会報告

議案第19号　国民健康保険事業特別会計予算 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○国民健康保険事業特別会計予算
議員名（議席番号順）

反対 前年比歳入が8千万円減少しているが、歳
出も7千万円減少している。引き下げ可能

と考え反対する。

賛成 税率の決定前であり、高い安いの反対する
理由が分からない。負担減は誰も望むが財

源はどこから捻出するのか。現状を理解し賛成する。

議案第20号　後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○後期高齢者医療特別会計予算
議員名（議席番号順）

反対 医療費増で年金は下がることで負担が増
える法定減免があるが物価高騰で引き下

げを図るべきで反対する。

賛成 国保加入者は減少、後期高齢者は増加、
全国の予算で現役世代負担は増加してい

る。全世代が支えていくことが必要で賛成する。

議案第24号　令和6年度下水道会計予算 賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和6年度下水道会計予算
議員名（議席番号順）

反対 今回一本化になった。公営会計の場合、
一般財源から繰り入れなくなるというこ

とで反対してきたが基準外繰り入れできることが分
かった。基準外繰り入れの継続を主張し、反対する。

賛成 今年から一本化となるが、この会計は一
般会計から繰り入れないと成り立たない。

予算案はキビシイ中であるが黒字であり賛成する。

議案第29号　公の施設の指定管理者について（介護研修施設） 賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○公の施設の指定管理者について
議員名（議席番号順）

反対 直営に戻すべき。本来の条例に従い
JOCAが使用したのは目的外だ。元々介

護研修施設であり高齢者、介護者の為に使用すべきで
あり反対する。

賛成 伯耆の国が管理運営しており、これまで
も適切に管理しているので、適正だと考

え賛成する。

発議案第2号　「議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
　　　　　　　  改正について」

賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
議員名（議席番号順）

反対 審議会の答申ということだが、世間が物
価高にあえぐ中、今報酬を引き上げるべ

き時なのか、町民の納得が得られないので反対する。

賛成 審議会答申でもあり、この8年間も議員
報酬は据え置きとなっている。人事院勧

告や審議会答申のタイミングでないと改訂できず賛
成する。

議案第23号　令和6年度水道事業会計予算 賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和6年度水道事業会計予算
議員名（議席番号順）

反対 水道は公共料金だ。電気は国が考えると
言っている。水道は町が考えるべきで引

き下げるべきで反対する。

賛成 頑張った予算である。令和5年度より令
和6年度は1千万円も減少する中、老朽

管敷設工事は減額せず5千万円組む予定であり賛成す
る。

５

討
論

討
論

追加議案
議案第34号　令和5年度一般会計補正予算
議案第35号　町長の給与の特例に関する条例の制定について

議案第36号　監査委員の選任について

全会一致で可決

全員一致で同意

発議案第1号　「食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書」

発議案第3号　「裏金による腐敗政治を一掃することを求める意見書」

全会一致で可決

発議

陳情第9号　「年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書」陳情
民生教育常任委員会審査結果 「不採択」

陳情第1号　「食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情書」

総務経済常任委員会審査結果 「採択」

全会一致で可決

議案第21号　令和6年度墓苑事業特別会計予算
議案第22号　太陽光発電事業特別会計予算
議案第25号　令和6年度院事業会計予算　　　　　　　　　　　　　
議案第26号　令和6年度在宅生活支援事業会計予算
議案第27号　南部町と鳥取県との間における個人情報に関する法律に基づく合議制の機関に
　　　　　　  係る事務の委託に関する規約に関する協議について
議案第28号　南部町と鳥取県との間における情報公開条例及び議会個人情報保護条例に基づく
　　　　　　  合議制の機関に係る事務の委託に関する規約に関する協議について
議案第30号　公の施設の指定管理者の指定について（めぐみの里）
議案第31号　区域外における公の施設の廃止に関する協議について
議案第32号　財産の無償貸付について
議案第33号　町道路線の認定について



なんぶ議会だより　第 79号５ なんぶ議会だより　第 79号 ４

３月定例議会報告

議案第19号　国民健康保険事業特別会計予算 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○国民健康保険事業特別会計予算
議員名（議席番号順）

反対 前年比歳入が8千万円減少しているが、歳
出も7千万円減少している。引き下げ可能

と考え反対する。

賛成 税率の決定前であり、高い安いの反対する
理由が分からない。負担減は誰も望むが財

源はどこから捻出するのか。現状を理解し賛成する。

議案第20号　後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数で可決

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○後期高齢者医療特別会計予算
議員名（議席番号順）

反対 医療費増で年金は下がることで負担が増
える法定減免があるが物価高騰で引き下

げを図るべきで反対する。

賛成 国保加入者は減少、後期高齢者は増加、
全国の予算で現役世代負担は増加してい

る。全世代が支えていくことが必要で賛成する。

議案第24号　令和6年度下水道会計予算 賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和6年度下水道会計予算
議員名（議席番号順）

反対 今回一本化になった。公営会計の場合、
一般財源から繰り入れなくなるというこ

とで反対してきたが基準外繰り入れできることが分
かった。基準外繰り入れの継続を主張し、反対する。

賛成 今年から一本化となるが、この会計は一
般会計から繰り入れないと成り立たない。

予算案はキビシイ中であるが黒字であり賛成する。

議案第29号　公の施設の指定管理者について（介護研修施設） 賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○公の施設の指定管理者について
議員名（議席番号順）

反対 直営に戻すべき。本来の条例に従い
JOCAが使用したのは目的外だ。元々介

護研修施設であり高齢者、介護者の為に使用すべきで
あり反対する。

賛成 伯耆の国が管理運営しており、これまで
も適切に管理しているので、適正だと考

え賛成する。

発議案第2号　「議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
　　　　　　　  改正について」

賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
議員名（議席番号順）

反対 審議会の答申ということだが、世間が物
価高にあえぐ中、今報酬を引き上げるべ

き時なのか、町民の納得が得られないので反対する。

賛成 審議会答申でもあり、この8年間も議員
報酬は据え置きとなっている。人事院勧

告や審議会答申のタイミングでないと改訂できず賛
成する。

議案第23号　令和6年度水道事業会計予算 賛成多数で可決

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和6年度水道事業会計予算
議員名（議席番号順）

反対 水道は公共料金だ。電気は国が考えると
言っている。水道は町が考えるべきで引

き下げるべきで反対する。

賛成 頑張った予算である。令和5年度より令
和6年度は1千万円も減少する中、老朽

管敷設工事は減額せず5千万円組む予定であり賛成す
る。

５

討
論

討
論

追加議案
議案第34号　令和5年度一般会計補正予算
議案第35号　町長の給与の特例に関する条例の制定について

議案第36号　監査委員の選任について

全会一致で可決

全員一致で同意

発議案第1号　「食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書」

発議案第3号　「裏金による腐敗政治を一掃することを求める意見書」

全会一致で可決

発議

陳情第9号　「年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書」陳情
民生教育常任委員会審査結果 「不採択」

陳情第1号　「食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める陳情書」

総務経済常任委員会審査結果 「採択」

全会一致で可決

議案第21号　令和6年度墓苑事業特別会計予算
議案第22号　太陽光発電事業特別会計予算
議案第25号　令和6年度院事業会計予算　　　　　　　　　　　　　
議案第26号　令和6年度在宅生活支援事業会計予算
議案第27号　南部町と鳥取県との間における個人情報に関する法律に基づく合議制の機関に
　　　　　　  係る事務の委託に関する規約に関する協議について
議案第28号　南部町と鳥取県との間における情報公開条例及び議会個人情報保護条例に基づく
　　　　　　  合議制の機関に係る事務の委託に関する規約に関する協議について
議案第30号　公の施設の指定管理者の指定について（めぐみの里）
議案第31号　区域外における公の施設の廃止に関する協議について
議案第32号　財産の無償貸付について
議案第33号　町道路線の認定について
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【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

町長選挙

自然災害策

農業対策

第２期なんぶ総合戦略

全国コミュニティスクール研究大会by南部町

緊急通報システム

フルーツロード構想

人権条例

里地里山と農地施策

会見地区のデイサービス

ひまわり保育園の今後の維持

農業者支援

避難所での対応

学校給食費の無償化

林業による活性化

人口減少対策

地域防災

保育園運営費

町ごみ処理計画

保育園の建設場所

町道管理

2040年問題

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
当
初

予
算
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
、
多
数
の
重
要
案
件
が
提
案
、
審
議

さ
れ
た
令
和
６
年
３
月
議
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
当
初
予
算
は
南
部
町
の
当
初
予
算
と

し
て
は
初
め
て
80
億
円
を
上
回
る
大
型
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
物

価
高
騰
や
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
、
南
部
町
が

抱
え
る
多
く
の
問
題
解
決
の
た
め
有
効
な
施
策

展
開
と
な
る
よ
う
議
会
も
そ
の
執
行
状
況
に
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
本
議
会
で
は
自
民
党
の
裏
金
問
題
へ

の
抗
議
の
意
見
書
を
全
員
一
致
で
可
決
し
、
内

閣
に
向
け
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

の
問
題
は
政
治
に
対
す
る
関
心
の
低
下
、
政
治

家
へ
の
不
信
感
の
増
大
を
ま
す
ま
す
助
長
す
る

行
為
で
あ
り
、
許
さ
れ
ざ
る
問
題
で
す
。
自
民

党
に
は
襟
を
正
す
行
動
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
桜
の
開
花
と
と
も
に
今
年
も
春
が
訪
れ
て
き

ま
し
た
。
難
し
い
時
代
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
明

る
い
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、
暖
か
い
風
が
そ
よ

ぐ
季
節
を
町
民
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長
　
景
山
　
浩

荊尾　芳之

板井　　隆

米澤　睦雄

長束　博信

加藤　　学

亀尾　共三

﨏田　光雄

仲田　司朗

真壁　容子

滝山　克己

細田　元教

なんぶ議会だより　第 79号７ なんぶ議会だより　第 79号 ６

一般質問

自
然
災
害
対
策

Ｑ 

高
齢
者
の
住
宅
の
耐
震
化
補
助
は

Ａ 

低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
改
修
補
助
金
を

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

本
年
一
月
一
日
、
能
登
半
島

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ユ
ー
ド
７
．
６
、
最
大
震
度
７
の
地

震
が
発
生
し
た
。
日
常
か
ら
災
害
へ

の
備
え
が
必
要
で
あ
る
が
、
町
が
行

う
こ
と
、
住
民
が
準
備
す
る
こ
と
に

つ
い
て
町
長
に
問
う
。

２
０
０
０
年
に
鳥
取
県
西
部

地
震
を
経
験
し
た
。
当
時
と

今
の
環
境
は
違
う
が
、
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
対

し
て
は
、
ま
ず
自
助
と
し
て
準
備
す

べ
き
こ
と
は
、
住
宅
の
家
具
倒
壊
防

止
対
策
や
自
宅
内
の
備
蓄
品
、
非
常

持
ち
出
し
袋
な
ど
だ
。
そ
し
て
、
け

が
を
せ
ず
無
事
に
避
難
で
き
る
準
備

を
常
に
す
る
こ
と
。
次
に
共
助
の
準

備
は
、
集
落
や
地
域
振
興
協
議
会
ご

と
に
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
や
支
え

愛
マ
ッ
プ
の
作
成
、
避
難
の
際
に
は

危
険
な
場
所
の
周
知
、
防
災
訓
練
な

ど
地
域
で
支
え
合
う
備
え
を
お
願
い

す
る
。
そ
し
て
公
助
と
し
て
町
は
、

住
民
へ
の
情
報
発
信
、
備
蓄
品
の
準

備
、
防
災
訓
練
等
で
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

支
援
な
ど
で
町
内
間
の
連
携
を
図
る
。

住
宅
耐
震
化
の
現
状
把
握
と

今
後
の
対
応
は
、
特
に
高
齢

者
の
住
宅
対
策
は
ど
う
か
、
ま
た
耐

震
化
補
助
事
業
の
活
用
を
問
う
。

南
部
町
耐
震
改
修
促
進
計
画

に
よ
り
進
め
る
。
高
齢
の
方

の
住
宅
改
修
は
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
耐
震
化
対
応
が
困
難
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
費
用
負
担
軽
減
の

た
め
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
改
修
を

推
進
す
る
。
耐
震
改
修
補
助
制
度
の

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

補
助
金
の
活
用
を
広
報
し
周
知
す
る
。

避
難
所
の
設
置
及
び
運
営
、

備
蓄
品
等
々
に
つ
い
て
の
喫

緊
の
課
題
と
今
後
の
対
応
を
問
う
。

南
部
町
が
能
登
半
島
地
震
と

同
規
模
の
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
場
合
は
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る

避
難
所
数
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
。

場
合
に
よ
っ
て
は
集
落
の
集
会
所
や

公
民
館
を
避
難
所
と
す
る
こ
と
や
広

域
避
難
を
検
討
す
る
。
備
蓄
品
は
備

蓄
数
が
災
害
時
に
十
分
に
足
り
る
か

が
課
題
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
数

が
少
な
い
。
今
後
は
備
蓄
倉
庫
の
確

保
を
検
討
す
る
。
町
民
も
常
に
備
蓄

品
の
準
備
な
ど
災
害
へ
の
備
え
等
の

協
力
を
お
願
い
す
る

荊
尾

令
和
５
年
の
米
の
収
穫
状
況
、

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
対
策
、

防
除
施
策
を
町
は
ど
の
よ
う
に
講
じ

る
の
か
、
ま
た
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防

除
薬
剤
の
効
果
に
つ
い
て
町
の
取
組

を
問
う
。昨

年
の
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害

の
発
生
以
降
、
関
係
者
と
の

検
討
に
よ
り
、
出
水
期
の
防
除
が
重

要
で
あ
る
。
防
除
活
動
へ
の
支
援
は
、

県
と
連
携
し
、
令
和
５
年
度
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
水
稲
・
中
世
品
種
き

ぬ
む
す
め
、
日
本
晴
、
み
な
ち
か
ら

に
係
る
防
除
委
託
費
に
対
し
、
通
常

防
除
し
な
い
出
水
期
に
お
け
る
防
除

を
行
う
こ
と
で
一
斉
防
除
し
、
こ
の

費
用
を
か
か
り
増
し
と
み
な
し
て
補

助
を
す
る
。

　
防
除
薬
剤
の
効
果
は
、
県
試
験
場

や
防
除
所
、
農
業
改
良
普
及
所
等
の

専
門
機
関
に
取
り
組
み
指
導
や
効
果

検
証
を
行
な
っ
て
も
ら
い
確
認
す
る
。

農
業
対
策

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害
の
対
策
は

Ａ 

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る

町
長

町
長

町
長

町
長

荊
尾

荊
尾

荊
尾

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

町長選挙

自然災害策

農業対策

第２期なんぶ総合戦略

全国コミュニティスクール研究大会by南部町

緊急通報システム

フルーツロード構想

人権条例

里地里山と農地施策

会見地区のデイサービス

ひまわり保育園の今後の維持

農業者支援

避難所での対応

学校給食費の無償化

林業による活性化

人口減少対策

地域防災

保育園運営費

町ごみ処理計画

保育園の建設場所

町道管理

2040年問題

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
特
別
会
計
当
初

予
算
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
、
多
数
の
重
要
案
件
が
提
案
、
審
議

さ
れ
た
令
和
６
年
３
月
議
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
当
初
予
算
は
南
部
町
の
当
初
予
算
と

し
て
は
初
め
て
80
億
円
を
上
回
る
大
型
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
物

価
高
騰
や
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
、
南
部
町
が

抱
え
る
多
く
の
問
題
解
決
の
た
め
有
効
な
施
策

展
開
と
な
る
よ
う
議
会
も
そ
の
執
行
状
況
に
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
本
議
会
で
は
自
民
党
の
裏
金
問
題
へ

の
抗
議
の
意
見
書
を
全
員
一
致
で
可
決
し
、
内

閣
に
向
け
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

の
問
題
は
政
治
に
対
す
る
関
心
の
低
下
、
政
治

家
へ
の
不
信
感
の
増
大
を
ま
す
ま
す
助
長
す
る

行
為
で
あ
り
、
許
さ
れ
ざ
る
問
題
で
す
。
自
民

党
に
は
襟
を
正
す
行
動
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
桜
の
開
花
と
と
も
に
今
年
も
春
が
訪
れ
て
き

ま
し
た
。
難
し
い
時
代
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
明

る
い
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、
暖
か
い
風
が
そ
よ

ぐ
季
節
を
町
民
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長
　
景
山
　
浩

荊尾　芳之

板井　　隆

米澤　睦雄

長束　博信

加藤　　学

亀尾　共三

﨏田　光雄

仲田　司朗

真壁　容子

滝山　克己

細田　元教
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一般質問

自
然
災
害
対
策

Ｑ 

高
齢
者
の
住
宅
の
耐
震
化
補
助
は

Ａ 
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
改
修
補
助
金
を

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

本
年
一
月
一
日
、
能
登
半
島

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ユ
ー
ド
７
．
６
、
最
大
震
度
７
の
地

震
が
発
生
し
た
。
日
常
か
ら
災
害
へ

の
備
え
が
必
要
で
あ
る
が
、
町
が
行

う
こ
と
、
住
民
が
準
備
す
る
こ
と
に

つ
い
て
町
長
に
問
う
。

２
０
０
０
年
に
鳥
取
県
西
部

地
震
を
経
験
し
た
。
当
時
と

今
の
環
境
は
違
う
が
、
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
対

し
て
は
、
ま
ず
自
助
と
し
て
準
備
す

べ
き
こ
と
は
、
住
宅
の
家
具
倒
壊
防

止
対
策
や
自
宅
内
の
備
蓄
品
、
非
常

持
ち
出
し
袋
な
ど
だ
。
そ
し
て
、
け

が
を
せ
ず
無
事
に
避
難
で
き
る
準
備

を
常
に
す
る
こ
と
。
次
に
共
助
の
準

備
は
、
集
落
や
地
域
振
興
協
議
会
ご

と
に
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
や
支
え

愛
マ
ッ
プ
の
作
成
、
避
難
の
際
に
は

危
険
な
場
所
の
周
知
、
防
災
訓
練
な

ど
地
域
で
支
え
合
う
備
え
を
お
願
い

す
る
。
そ
し
て
公
助
と
し
て
町
は
、

住
民
へ
の
情
報
発
信
、
備
蓄
品
の
準

備
、
防
災
訓
練
等
で
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

支
援
な
ど
で
町
内
間
の
連
携
を
図
る
。

住
宅
耐
震
化
の
現
状
把
握
と

今
後
の
対
応
は
、
特
に
高
齢

者
の
住
宅
対
策
は
ど
う
か
、
ま
た
耐

震
化
補
助
事
業
の
活
用
を
問
う
。

南
部
町
耐
震
改
修
促
進
計
画

に
よ
り
進
め
る
。
高
齢
の
方

の
住
宅
改
修
は
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
耐
震
化
対
応
が
困
難
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
費
用
負
担
軽
減
の

た
め
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
改
修
を

推
進
す
る
。
耐
震
改
修
補
助
制
度
の

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

補
助
金
の
活
用
を
広
報
し
周
知
す
る
。

避
難
所
の
設
置
及
び
運
営
、

備
蓄
品
等
々
に
つ
い
て
の
喫

緊
の
課
題
と
今
後
の
対
応
を
問
う
。

南
部
町
が
能
登
半
島
地
震
と

同
規
模
の
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
場
合
は
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る

避
難
所
数
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
。

場
合
に
よ
っ
て
は
集
落
の
集
会
所
や

公
民
館
を
避
難
所
と
す
る
こ
と
や
広

域
避
難
を
検
討
す
る
。
備
蓄
品
は
備

蓄
数
が
災
害
時
に
十
分
に
足
り
る
か

が
課
題
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
数

が
少
な
い
。
今
後
は
備
蓄
倉
庫
の
確

保
を
検
討
す
る
。
町
民
も
常
に
備
蓄

品
の
準
備
な
ど
災
害
へ
の
備
え
等
の

協
力
を
お
願
い
す
る

荊
尾

令
和
５
年
の
米
の
収
穫
状
況
、

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
対
策
、

防
除
施
策
を
町
は
ど
の
よ
う
に
講
じ

る
の
か
、
ま
た
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防

除
薬
剤
の
効
果
に
つ
い
て
町
の
取
組

を
問
う
。昨

年
の
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害

の
発
生
以
降
、
関
係
者
と
の

検
討
に
よ
り
、
出
水
期
の
防
除
が
重

要
で
あ
る
。
防
除
活
動
へ
の
支
援
は
、

県
と
連
携
し
、
令
和
５
年
度
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
水
稲
・
中
世
品
種
き

ぬ
む
す
め
、
日
本
晴
、
み
な
ち
か
ら

に
係
る
防
除
委
託
費
に
対
し
、
通
常

防
除
し
な
い
出
水
期
に
お
け
る
防
除

を
行
う
こ
と
で
一
斉
防
除
し
、
こ
の

費
用
を
か
か
り
増
し
と
み
な
し
て
補

助
を
す
る
。

　
防
除
薬
剤
の
効
果
は
、
県
試
験
場

や
防
除
所
、
農
業
改
良
普
及
所
等
の

専
門
機
関
に
取
り
組
み
指
導
や
効
果

検
証
を
行
な
っ
て
も
ら
い
確
認
す
る
。

農
業
対
策

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害
の
対
策
は

Ａ 

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る

町
長

町
長

町
長

町
長

荊
尾

荊
尾

荊
尾

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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第
２
期
な
ん
ぶ
総
合
戦
略

Ｑ 

現
状
の
課
題
と
今
後
の
対
策

Ａ 
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
め
ざ
す

全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
究
大
会
by
南
部
町

Ｑ 

今
後
の
展
望
と
課
題
に
つ
い
て

Ａ 

ま
ち
未
来
科
の
充
実
を
図
る

板井　隆 議員
いたい たかし

第
２
期
総
合
戦
略
の
三
本
柱

で
あ
る
、
①
豊
か
な
里
を
紡

ぐ
町
づ
く
り
②
豊
か
な
里
が
心
育
む

町
づ
く
り
③
豊
か
な
里
に
調
和
す
る

町
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
持
続
可
能

な
町
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
遂
行

し
て
い
る
。

①
魅
力
あ
る
農
業
の
推
進
に

つ
い
て
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド

構
想
か
ら
問
う
。

農
業
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
は
、
農
業
所
得
を
向
上

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
で
は
、
市
山
周
辺
を
中

核
と
し
た
花
回
廊
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
を

集
客
ゾ
ー
ン
と
し
、
フ
ル
ー
ツ
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
内
全
域
へ
の
誘
客

を
図
り
た
い
。

③
町
民
が
地
域
を
育
て
る
意

識
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
問
う
。

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
地

域
振
興
協
議
会
の
ま
ち
づ
く

り
は
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
向
け
、

協
議
会
、
各
集
落
、
行
政
の
三
位
一

体
の
目
線
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
で
、

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

を
目
指
し
た
い
。

③
町
内
商
工
業
者
の
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

商
工
会
を
窓
口
に
伴
走
型
で

相
談
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
で
は
小
規
模
工
事
を
町
内

事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う
、
令
和

６
年
度
か
ら
、
小
規
模
工
事
の
金
額

の
上
限
を
30
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
、
町
内
商
工
事
業
者
の

維
持
発
展
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

町
長

②
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
展
望
と
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
基
盤
と
し
て
、
地
域

と
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
ま
ち
未
来
科
で
あ
る
。
中
学
校

区
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
義
務
教

育
９
年
間
の
視
点
で
熟
議
し
、
ま
ち

未
来
科
で
は
、
年
長
か
ら
中
３
ま
で

の
10
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
活
動
制
限
で
停
滞
し
た
が
、

全
国
大
会
を
契
機
と
し
て
再
構
築
を

図
っ
て
い
る
。

高
校
生
サ
ー
ク
ル
、
青
年
団

の
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ち
未
来
科
で
地
域
の
人
、

物
、
事
で
培
っ
た
力
を
発

揮
で
き
る
場
が
あ
る
。
高
校
生
サ
ー

ク
ル
で
は
地
域
貢
献
活
動
を
体
験
、

実
施
し
な
が
ら
、
自
身
の
進
路
選
択

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
青
年
団
で
は
さ
ら
に
学
び
の

ス
テ
ー
ジ
を
上
げ
て
、
町
と
よ
り
深

く
つ
な
が
り
、
新
た
な
南
部
町
づ
く

り
を
意
識
し
て
活
動
し
て
い
る
。
児

童
生
徒
と
ま
ち
と
の
関
係
の
素
地
を

養
う
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
で
、
町
と
の
関
係
を
深
め
て
、
自

分
を
広
げ
る
場
が
高
校
生
サ
ー
ク
ル
、

青
年
団
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

は
、
人
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
。
学

校
に
お
い
て
は
、
義
務
教
育
以
降
に

つ
な
が
る
、
ま
ち
未
来
科
の
充
実
を

一
層
図
っ
て
い
く
。

背
景

板
井

板
井

板
井

教
育
長

板
井

教
育
長

町
長

板
井

町
長

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

Ｑ 

非
課
税
世
帯
を
無
料
に

Ａ 

多
様
な
意
見
が
あ
る
の
で
十
分
検
証
す
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の
み
の
世

帯
を
対
象
に
、
急
病
、
事
故
等
緊
急

に
援
助
を
必
要
と
す
る
場
合
の
迅
速

な
対
応
で
日
常
生
活
の
不
安
の
解
消

及
び
安
全
の
確
保
を
図
る
事
業
だ
。

現
在
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
身
体
障
が
い

者
の
方
の
み
の
世
帯
の
数
を
問
う
。

ま
ず
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
は
み
ま
も
り
セ
ン

サ
ー
も
し
く
は
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ン
か
ら

の
通
報
に
よ
り
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
確
認
電
話
や
、
駆

け
付
け
サ
ー
ビ
ス
の
手
配
を
行
う
も

の
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
１
月
末
時
点
に
お
い
て

は
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

は
６
１
４
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

は
６
０
７
世
帯
、
ま
た
令
和
６
年
２
月

１
日
時
点
の
身
体
障
が
い
者
の
方
の

み
の
世
帯
は
60
世
帯
と
聞
い
て
い
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
周
知

を
行
い
、
利
用
の
促
進
を
図

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
周
知

の
内
容
、
ま
た
は
方
法
を
問
う
。

こ
れ
ま
で
民
生
委
員
の
方
々

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
、
保
健
師
の
訪
問
を
通
じ
て
、

対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
置
台
数

の
実
績
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
は
13
台
、
令
和
３
年
度
は
11
台
、

米
澤

背
景

令
和
４
年
度
は
９
台
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
設
置
台
数
に
つ
い
て
、
十

分
行
き
届
い
て
い
る
の
か
問
う
。

通
常
の
見
守
り
は
、
ご
近
所

で
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
人
や
地
域
と

つ
な
が
り
に
く
い
方
や
支
援
を
受
け

に
く
い
方
の
た
め
に
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
設
置
台
数
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
方
に
使
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
該
当
世
帯
が
あ

中
で
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
高
齢
者
の
数
、
こ
れ
が

９
台
か
ら
13
台
と
い
う
の
は
私
か
ら

考
え
る
と
少
し
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
日
ご
ろ
の
安
心
安
全

な
生
活
に
と
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
必
要

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
設
置
台
数
が
必
要

な
の
か
問
う
。

対
面
で
、
民
生
委
員
、
保
健

師
が
訪
問
し
て
勧
め
て
い
る

中
で
の
数
字
だ
。
実
際
に
本
当
に
全

員
に
周
知
で
き
て
い
る
か
確
か
に
疑

問
は
残
る
が
、
広
報
等
で
も
周
知
し

て
い
る
。新

し
い
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

れ
ば
、
初
期
費
用
、
出
動
料
、

撤
去
費
な
ど
自
己
負
担
額
が
少
な
く

な
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
歓
迎
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
自
己

負
担
を
お
さ
え
る
な
ら
、
い
っ
そ
全

て
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
自
己
負
担
を
や

め
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
が
無
理
で
あ

る
な
ら
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
無
料

に
す
べ
き
だ
。

非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
無
料

化
の
意
見
は
確
か
に
聞
い

た
。
非
課
税
世
帯
に
も
多
様
な
世
帯

が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
中
で
安
全

を
守
る
と
い
う
こ
と
を
追
求
し
た
と

き
に
、
ど
の
あ
た
り
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
を
さ
ら
に
追
及
し
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
多
様
な
意

見
が
あ
る
の
で
社
会
福
祉
協
議
会
の

動
き
等
も
十
分
検
証
し
な
が
ら
安
全

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

米澤睦雄 議員
よねざわ むつお

町
長

米
澤

米
澤

町
長

米
澤

米
澤

町
長

町
長

町
長
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第
２
期
な
ん
ぶ
総
合
戦
略

Ｑ 

現
状
の
課
題
と
今
後
の
対
策

Ａ 

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
め
ざ
す

全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
究
大
会
by
南
部
町

Ｑ 

今
後
の
展
望
と
課
題
に
つ
い
て

Ａ 

ま
ち
未
来
科
の
充
実
を
図
る

板井　隆 議員
いたい たかし

第
２
期
総
合
戦
略
の
三
本
柱

で
あ
る
、
①
豊
か
な
里
を
紡

ぐ
町
づ
く
り
②
豊
か
な
里
が
心
育
む

町
づ
く
り
③
豊
か
な
里
に
調
和
す
る

町
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
持
続
可
能

な
町
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
遂
行

し
て
い
る
。

①
魅
力
あ
る
農
業
の
推
進
に

つ
い
て
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド

構
想
か
ら
問
う
。

農
業
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
は
、
農
業
所
得
を
向
上

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
で
は
、
市
山
周
辺
を
中

核
と
し
た
花
回
廊
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
を

集
客
ゾ
ー
ン
と
し
、
フ
ル
ー
ツ
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
町
内
全
域
へ
の
誘
客

を
図
り
た
い
。

③
町
民
が
地
域
を
育
て
る
意

識
を
共
有
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
問
う
。

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
地

域
振
興
協
議
会
の
ま
ち
づ
く

り
は
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
向
け
、

協
議
会
、
各
集
落
、
行
政
の
三
位
一

体
の
目
線
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
で
、

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

を
目
指
し
た
い
。

③
町
内
商
工
業
者
の
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

商
工
会
を
窓
口
に
伴
走
型
で

相
談
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
で
は
小
規
模
工
事
を
町
内

事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う
、
令
和

６
年
度
か
ら
、
小
規
模
工
事
の
金
額

の
上
限
を
30
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
、
町
内
商
工
事
業
者
の

維
持
発
展
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

町
長

②
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
展
望
と
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
基
盤
と
し
て
、
地
域

と
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
ま
ち
未
来
科
で
あ
る
。
中
学
校

区
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
義
務
教

育
９
年
間
の
視
点
で
熟
議
し
、
ま
ち

未
来
科
で
は
、
年
長
か
ら
中
３
ま
で

の
10
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
活
動
制
限
で
停
滞
し
た
が
、

全
国
大
会
を
契
機
と
し
て
再
構
築
を

図
っ
て
い
る
。

高
校
生
サ
ー
ク
ル
、
青
年
団

の
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ち
未
来
科
で
地
域
の
人
、

物
、
事
で
培
っ
た
力
を
発

揮
で
き
る
場
が
あ
る
。
高
校
生
サ
ー

ク
ル
で
は
地
域
貢
献
活
動
を
体
験
、

実
施
し
な
が
ら
、
自
身
の
進
路
選
択

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
青
年
団
で
は
さ
ら
に
学
び
の

ス
テ
ー
ジ
を
上
げ
て
、
町
と
よ
り
深

く
つ
な
が
り
、
新
た
な
南
部
町
づ
く

り
を
意
識
し
て
活
動
し
て
い
る
。
児

童
生
徒
と
ま
ち
と
の
関
係
の
素
地
を

養
う
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
で
、
町
と
の
関
係
を
深
め
て
、
自

分
を
広
げ
る
場
が
高
校
生
サ
ー
ク
ル
、

青
年
団
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

は
、
人
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
。
学

校
に
お
い
て
は
、
義
務
教
育
以
降
に

つ
な
が
る
、
ま
ち
未
来
科
の
充
実
を

一
層
図
っ
て
い
く
。

背
景

板
井

板
井

板
井

教
育
長

板
井

教
育
長

町
長

板
井

町
長

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

Ｑ 

非
課
税
世
帯
を
無
料
に

Ａ 
多
様
な
意
見
が
あ
る
の
で
十
分
検
証
す
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の
み
の
世

帯
を
対
象
に
、
急
病
、
事
故
等
緊
急

に
援
助
を
必
要
と
す
る
場
合
の
迅
速

な
対
応
で
日
常
生
活
の
不
安
の
解
消

及
び
安
全
の
確
保
を
図
る
事
業
だ
。

現
在
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
身
体
障
が
い

者
の
方
の
み
の
世
帯
の
数
を
問
う
。

ま
ず
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
は
み
ま
も
り
セ
ン

サ
ー
も
し
く
は
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ン
か
ら

の
通
報
に
よ
り
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
確
認
電
話
や
、
駆

け
付
け
サ
ー
ビ
ス
の
手
配
を
行
う
も

の
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
１
月
末
時
点
に
お
い
て

は
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

は
６
１
４
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

は
６
０
７
世
帯
、
ま
た
令
和
６
年
２
月

１
日
時
点
の
身
体
障
が
い
者
の
方
の

み
の
世
帯
は
60
世
帯
と
聞
い
て
い
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
周
知

を
行
い
、
利
用
の
促
進
を
図

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
周
知

の
内
容
、
ま
た
は
方
法
を
問
う
。

こ
れ
ま
で
民
生
委
員
の
方
々

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
、
保
健
師
の
訪
問
を
通
じ
て
、

対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
設
置
台
数

の
実
績
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
は
13
台
、
令
和
３
年
度
は
11
台
、

米
澤

背
景

令
和
４
年
度
は
９
台
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
設
置
台
数
に
つ
い
て
、
十

分
行
き
届
い
て
い
る
の
か
問
う
。

通
常
の
見
守
り
は
、
ご
近
所

で
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
人
や
地
域
と

つ
な
が
り
に
く
い
方
や
支
援
を
受
け

に
く
い
方
の
た
め
に
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
設
置
台
数
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
方
に
使
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
該
当
世
帯
が
あ

中
で
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
高
齢
者
の
数
、
こ
れ
が

９
台
か
ら
13
台
と
い
う
の
は
私
か
ら

考
え
る
と
少
し
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
日
ご
ろ
の
安
心
安
全

な
生
活
に
と
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
必
要

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
設
置
台
数
が
必
要

な
の
か
問
う
。

対
面
で
、
民
生
委
員
、
保
健

師
が
訪
問
し
て
勧
め
て
い
る

中
で
の
数
字
だ
。
実
際
に
本
当
に
全

員
に
周
知
で
き
て
い
る
か
確
か
に
疑

問
は
残
る
が
、
広
報
等
で
も
周
知
し

て
い
る
。新

し
い
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す

れ
ば
、
初
期
費
用
、
出
動
料
、

撤
去
費
な
ど
自
己
負
担
額
が
少
な
く

な
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
歓
迎
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
自
己

負
担
を
お
さ
え
る
な
ら
、
い
っ
そ
全

て
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
自
己
負
担
を
や

め
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
が
無
理
で
あ

る
な
ら
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
無
料

に
す
べ
き
だ
。

非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
無
料

化
の
意
見
は
確
か
に
聞
い

た
。
非
課
税
世
帯
に
も
多
様
な
世
帯

が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
中
で
安
全

を
守
る
と
い
う
こ
と
を
追
求
し
た
と

き
に
、
ど
の
あ
た
り
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
を
さ
ら
に
追
及
し
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
多
様
な
意

見
が
あ
る
の
で
社
会
福
祉
協
議
会
の

動
き
等
も
十
分
検
証
し
な
が
ら
安
全

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

米澤睦雄 議員
よねざわ むつお

町
長

米
澤

米
澤

町
長

米
澤

米
澤

町
長

町
長

町
長



自
然
災
害
対
策

Ｑ 

高
齢
者
の
住
宅
の
耐
震
化
補
助
は

Ａ 

低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
改
修
補
助
金
を

伯
耆
の
国
が
い
こ
い
荘
で
運

営
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
や
め
る
と
聞
い
て
い
る
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
一
つ
の
自
治
体
に
一
つ
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
旧
会
見
町
で
は
福
祉
協

議
会
が
い
こ
い
荘
で
運
営
を
始
め
た
。

　「
今
回
、
利
用
者
の
中
に
は
西
伯
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
行
く
よ
う
言
わ
れ

行
っ
た
。お
風
呂
を
利
用
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
が
出
来
な
か
っ
た
。」

伯
耆
の
国
が
い
こ
い
荘
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る
こ

と
を
町
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

伯
耆
の
国
か
ら
会
見
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
こ
い

荘
事
業
所
閉
鎖
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
を
文
書
で
令
和
６
年
１
月
10
日
受

理
し
た
。
状
況
把
握
の
た
め
２
月
20

日
に
聞
き
取
り
に
行
っ
た
。

12
月
末
に
は
閉
鎖
の
話
し
が

出
て
い
た
が
、
南
部
町
は
知

ら
な
か
っ
た
の
か
。

12
月
に
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連

合
に
電
話
で
閉
所
す
る
旨
の

相
談
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ

の
時
点
で
は
い
こ
い
荘
か
ら
出
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
正
式
な
も

の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

会
見
側
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

な
く
な
る
と
利
用
者
が
不
便

に
な
る
。
残
す
べ
き
だ
と
思
う
が
町

と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

い
こ
い
荘
で
長
年
親
し
ん
だ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
る
の
は

寂
し
い
と
い
う
意
見
は
聞
い
て
い
る
。

　
手
間
山
振
興
協
議
会
と
富
有
の
里

振
興
協
議
会
で
介
護
保
険
事
業
以
外

に
気
軽
に
集
え
る
新
た
な
場
所
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。
協
議
の
進
捗

を
見
守
り
た
い
。

伯
耆
の
国
が
使
っ
て
い
た
場

所
が
空
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

南
部
町
と
し
て
新
た
な
事
業
者
を
誘

致
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い

が
、
非
常
に
難
し
い
。

以
前
の
町
長
の
発
言
に
ひ
ま

わ
り
保
育
園
は
現
状
を
維
持

し
て
行
く
と
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
屋
さ
ん
に
来
て
い
る
県

外
の
人
か
ら
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
指

し
て「
あ
れ
は
？
」と
尋
ね
ら
れ
た
人

が
あ
る
。保

護
者
や
近
隣
住
民
か
ら
ひ

ま
わ
り
保
育
園
の
改
修
や
修

繕
す
べ
き
点
に
つ
い
て
聞
い
て
い
な

い
か
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
山

で
施
設
に
対
す
る
修
繕
に
つ

い
て
意
見
を
貰
っ
て
い
る
。
外
観
の

美
観
に
関
し
て
は
地
域
振
興
協
議
会

か
ら
改
装
を
要
望
す
る
旨
の
行
政
要

望
を
頂
い
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
改
修
、

修
繕
計
画
を
立
て
る
こ
と
を

求
め
る
。早

急
に
大
規
模
修
繕
を
行
う

こ
と
は
財
政
的
に
負
担
が
大

き
い
。
現
場
の
声
を
毎
年
の
修
繕
予

算
に
活
か
し
て
対
応
す
る
。

計
画
が
出
せ
な
い
の
な
ら
、

現
在
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に

は
ど
ん
な
部
屋
が
あ
っ
て
、
過
去
に
ど

の
よ
う
な
修
繕
を
行
っ
て
来
た
の
か
、

今
後
ど
の
よ
う
な
修
繕
が
必
要
な
の
か
、

全
体
的
に
分
か
る
も
の
は
出
せ
な
い
か
。

各
部
屋
の
修
繕
、
園
全
体
の

修
繕
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
き
た
の
か
分
か
る

も
の
を
作
成
す
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
今
後
の
維
持

Ｑ 

改
修
、
修
繕
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
る

Ａ 

大
規
模
修
繕
は
負
担
が
大
き
い

町
長

町
長

町
長

町
長

加
藤

加
藤

町
長

加
藤

町
長

加
藤

加
藤

町
長

加
藤

加
藤
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近
年
人
権
に
対
す
る
世
間
の

目
が
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て

い
る
。
著
名
人
で
あ
れ
ば
影
響
力
は

大
き
く
、
政
治
家
で
あ
れ
ば
そ
の
立

場
を
絶
た
れ
か
ね
な
い
。
町
の
条
例

に
は
ど
ん
な
こ
と
が
差
別
に
相
当
す

る
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

進
展
し
た
現
在
の
社
会
状
況

を
鑑
み
、
差
別
の
具
体
的
項

目
や
差
別
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
明

記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

明
記
し
た
場
合
、
ど
の
行

為
が
差
別
と
み
な
さ
れ
る

の
か
明
確
に
な
る
一
方
で
、
明
記
さ

れ
て
い
な
い
形
態
の
差
別
が
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
。
差
別
し
な
い
こ
と
は
、

家
庭
教
育
や
義
務
教
育
で
基
本
的
価

値
観
や
行
動
指
針
で
学
ん
で
い
る
の

で
明
記
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

「
障
が
い
」
に
対
し
町
民
へ
広

報
・
周
知
す
る
と
と
も
に
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
に
も「
障
が
い
者
基

本
条
例
」を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

振
興
区
別
人
権
学
習
会
、

ミ
カ
エ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
他

各
種
教
育
活
動
の
充
実
、
理
解
促
進

に
努
め
て
い
る
。
罰
則
の
制
定
同
様
、

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
自
治
体
レ
ベ

ル
で
行
う
の
で
な
く
国
レ
ベ
ル
の
法
律

で
整
備
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

４
月
に
「
改
正
障
害
者
差
別

解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
る
が

町
は
ど
の
よ
う
な
事
業
、
施
策
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

今
年
度
、
新
規
の
事
業
施

策
は
無
い
が
法
律
の
改
正

内
容
を
取
り
扱
っ
た
振
興
区
別
人
権

学
習
会
、
ミ
カ
エ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

長
束 人

権
条
例

Ｑ 

差
別
の
具
体
的
項
目
な
ど
明
記
す
べ
き
で
は

Ａ 
明
記
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

長束博信 議員
ながつか ひろのぶ

環
境
省
指
定
後
、
維
持
の
為

の
施
策
の
実
施
は
何
を
し
て

き
た
か
。
全
国
的
な
組
織
化
を
構
築

す
べ
き
と
過
去
に
提
案
し
た
が
、
今

後
の
施
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

農
地
で
は
中
山
間
地
直
接
支

払
い
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
な
ど
の
支
援
を
実
施
。
森
林
は

森
林
経
営
計
画
の
策
定
支
援
、
竹
林

整
備
の
強
化
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
新
し
く
組
織
化
す
る
よ

り
は
既
存
の
山
村
振
興
連
盟
の
組
織

で
山
村
振
興
法
を
有
効
に
活
用
し
、

全
国
の
市
町
村
と
協
力
し
合
い
な
が

ら
一
つ
の
運
動
を
展
開
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

農
地
保
全
は
農
業
の
担
い
手

が
欠
か
せ
な
い
。
担
い
手
の

育
成
施
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
里
地

里
山
と
併
せ
て
地
域
計
画
の
策
定
予

定
は
あ
る
の
か
。

農
家
の
事
業
継
続
を
推
進
す

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
検
討

し
て
い
く
。
新
規
参
入
や
異
業
種
参

入
に
対
し
て
も
広
く
㏚
し
、
担
い
手

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
地
域
計
画
は
、
集
落
を
単
位
と
し

て
10
年
後
の
農
地
の
将
来
像
を
考
え

策
定
を
進
め
て
い
る
。
里
地
里
山
保

全
と
い
う
視
点
で
の
考
え
方
は
、
農

林
業
の
み
な
ら
ず
、
定
住
対
策
や
生

活
環
境
整
備
、
防
災
等
の
多
様
な
取

り
組
み
を
総
合
的
に
計
画
す
る
上
で

必
要
と
考
え
て
い
る
。

里
地
里
山
と
農
地
施
策

Ｑ 

今
後
も
維
持
の
為
ど
う
す
る
の
か

Ａ 

景
観
維
持
は
重
要
、
関
係
団
体
と
協
力
し
合
う

長
束

長
束

長
束

長
束

町
長

町
長

会
見
地
区
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｑ 

新
た
な
事
業
者
の
誘
致
が
出
来
な
い
か

Ａ 

非
常
に
難
し
い

加藤　学 議員
かとう まなぶ

背
景

背
景

教
育
長

教
育
長

教
育
長

背
景



自
然
災
害
対
策

Ｑ 

高
齢
者
の
住
宅
の
耐
震
化
補
助
は

Ａ 
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
改
修
補
助
金
を

伯
耆
の
国
が
い
こ
い
荘
で
運

営
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
や
め
る
と
聞
い
て
い
る
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
一
つ
の
自
治
体
に
一
つ
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
旧
会
見
町
で
は
福
祉
協

議
会
が
い
こ
い
荘
で
運
営
を
始
め
た
。

　「
今
回
、
利
用
者
の
中
に
は
西
伯
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
行
く
よ
う
言
わ
れ

行
っ
た
。お
風
呂
を
利
用
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
が
出
来
な
か
っ
た
。」

伯
耆
の
国
が
い
こ
い
荘
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る
こ

と
を
町
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
か
。

伯
耆
の
国
か
ら
会
見
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
こ
い

荘
事
業
所
閉
鎖
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
を
文
書
で
令
和
６
年
１
月
10
日
受

理
し
た
。
状
況
把
握
の
た
め
２
月
20

日
に
聞
き
取
り
に
行
っ
た
。

12
月
末
に
は
閉
鎖
の
話
し
が

出
て
い
た
が
、
南
部
町
は
知

ら
な
か
っ
た
の
か
。

12
月
に
南
部
箕
蚊
屋
広
域
連

合
に
電
話
で
閉
所
す
る
旨
の

相
談
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ

の
時
点
で
は
い
こ
い
荘
か
ら
出
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
正
式
な
も

の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

会
見
側
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

な
く
な
る
と
利
用
者
が
不
便

に
な
る
。
残
す
べ
き
だ
と
思
う
が
町

と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

い
こ
い
荘
で
長
年
親
し
ん
だ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な
る
の
は

寂
し
い
と
い
う
意
見
は
聞
い
て
い
る
。

　
手
間
山
振
興
協
議
会
と
富
有
の
里

振
興
協
議
会
で
介
護
保
険
事
業
以
外

に
気
軽
に
集
え
る
新
た
な
場
所
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。
協
議
の
進
捗

を
見
守
り
た
い
。

伯
耆
の
国
が
使
っ
て
い
た
場

所
が
空
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

南
部
町
と
し
て
新
た
な
事
業
者
を
誘

致
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い

が
、
非
常
に
難
し
い
。

以
前
の
町
長
の
発
言
に
ひ
ま

わ
り
保
育
園
は
現
状
を
維
持

し
て
行
く
と
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
屋
さ
ん
に
来
て
い
る
県

外
の
人
か
ら
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
指

し
て「
あ
れ
は
？
」と
尋
ね
ら
れ
た
人

が
あ
る
。保

護
者
や
近
隣
住
民
か
ら
ひ

ま
わ
り
保
育
園
の
改
修
や
修

繕
す
べ
き
点
に
つ
い
て
聞
い
て
い
な

い
か
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
山

で
施
設
に
対
す
る
修
繕
に
つ

い
て
意
見
を
貰
っ
て
い
る
。
外
観
の

美
観
に
関
し
て
は
地
域
振
興
協
議
会

か
ら
改
装
を
要
望
す
る
旨
の
行
政
要

望
を
頂
い
て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
改
修
、

修
繕
計
画
を
立
て
る
こ
と
を

求
め
る
。早

急
に
大
規
模
修
繕
を
行
う

こ
と
は
財
政
的
に
負
担
が
大

き
い
。
現
場
の
声
を
毎
年
の
修
繕
予

算
に
活
か
し
て
対
応
す
る
。

計
画
が
出
せ
な
い
の
な
ら
、

現
在
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に

は
ど
ん
な
部
屋
が
あ
っ
て
、
過
去
に
ど

の
よ
う
な
修
繕
を
行
っ
て
来
た
の
か
、

今
後
ど
の
よ
う
な
修
繕
が
必
要
な
の
か
、

全
体
的
に
分
か
る
も
の
は
出
せ
な
い
か
。

各
部
屋
の
修
繕
、
園
全
体
の

修
繕
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
き
た
の
か
分
か
る

も
の
を
作
成
す
る
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
今
後
の
維
持

Ｑ 

改
修
、
修
繕
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
る

Ａ 

大
規
模
修
繕
は
負
担
が
大
き
い

町
長

町
長

町
長

町
長

加
藤

加
藤

町
長

加
藤
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加
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近
年
人
権
に
対
す
る
世
間
の

目
が
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て

い
る
。
著
名
人
で
あ
れ
ば
影
響
力
は

大
き
く
、
政
治
家
で
あ
れ
ば
そ
の
立

場
を
絶
た
れ
か
ね
な
い
。
町
の
条
例

に
は
ど
ん
な
こ
と
が
差
別
に
相
当
す

る
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

進
展
し
た
現
在
の
社
会
状
況

を
鑑
み
、
差
別
の
具
体
的
項

目
や
差
別
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
明

記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

明
記
し
た
場
合
、
ど
の
行

為
が
差
別
と
み
な
さ
れ
る

の
か
明
確
に
な
る
一
方
で
、
明
記
さ

れ
て
い
な
い
形
態
の
差
別
が
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
。
差
別
し
な
い
こ
と
は
、

家
庭
教
育
や
義
務
教
育
で
基
本
的
価

値
観
や
行
動
指
針
で
学
ん
で
い
る
の

で
明
記
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

「
障
が
い
」
に
対
し
町
民
へ
広

報
・
周
知
す
る
と
と
も
に
理
解

を
深
め
て
い
く
た
め
に
も「
障
が
い
者
基

本
条
例
」を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

振
興
区
別
人
権
学
習
会
、

ミ
カ
エ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
他

各
種
教
育
活
動
の
充
実
、
理
解
促
進

に
努
め
て
い
る
。
罰
則
の
制
定
同
様
、

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
自
治
体
レ
ベ

ル
で
行
う
の
で
な
く
国
レ
ベ
ル
の
法
律

で
整
備
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

４
月
に
「
改
正
障
害
者
差
別

解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
る
が

町
は
ど
の
よ
う
な
事
業
、
施
策
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

今
年
度
、
新
規
の
事
業
施

策
は
無
い
が
法
律
の
改
正

内
容
を
取
り
扱
っ
た
振
興
区
別
人
権

学
習
会
、
ミ
カ
エ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

長
束 人

権
条
例

Ｑ 

差
別
の
具
体
的
項
目
な
ど
明
記
す
べ
き
で
は

Ａ 

明
記
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

長束博信 議員
ながつか ひろのぶ

環
境
省
指
定
後
、
維
持
の
為

の
施
策
の
実
施
は
何
を
し
て

き
た
か
。
全
国
的
な
組
織
化
を
構
築

す
べ
き
と
過
去
に
提
案
し
た
が
、
今

後
の
施
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

農
地
で
は
中
山
間
地
直
接
支

払
い
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
な
ど
の
支
援
を
実
施
。
森
林
は

森
林
経
営
計
画
の
策
定
支
援
、
竹
林

整
備
の
強
化
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
新
し
く
組
織
化
す
る
よ

り
は
既
存
の
山
村
振
興
連
盟
の
組
織

で
山
村
振
興
法
を
有
効
に
活
用
し
、

全
国
の
市
町
村
と
協
力
し
合
い
な
が

ら
一
つ
の
運
動
を
展
開
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

農
地
保
全
は
農
業
の
担
い
手

が
欠
か
せ
な
い
。
担
い
手
の

育
成
施
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
里
地

里
山
と
併
せ
て
地
域
計
画
の
策
定
予

定
は
あ
る
の
か
。

農
家
の
事
業
継
続
を
推
進
す

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
検
討

し
て
い
く
。
新
規
参
入
や
異
業
種
参

入
に
対
し
て
も
広
く
㏚
し
、
担
い
手

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
地
域
計
画
は
、
集
落
を
単
位
と
し

て
10
年
後
の
農
地
の
将
来
像
を
考
え

策
定
を
進
め
て
い
る
。
里
地
里
山
保

全
と
い
う
視
点
で
の
考
え
方
は
、
農

林
業
の
み
な
ら
ず
、
定
住
対
策
や
生

活
環
境
整
備
、
防
災
等
の
多
様
な
取

り
組
み
を
総
合
的
に
計
画
す
る
上
で

必
要
と
考
え
て
い
る
。

里
地
里
山
と
農
地
施
策

Ｑ 

今
後
も
維
持
の
為
ど
う
す
る
の
か

Ａ 

景
観
維
持
は
重
要
、
関
係
団
体
と
協
力
し
合
う

長
束

長
束

長
束

長
束

町
長

町
長

会
見
地
区
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｑ 

新
た
な
事
業
者
の
誘
致
が
出
来
な
い
か

Ａ 

非
常
に
難
し
い

加藤　学 議員
かとう まなぶ

背
景

背
景

教
育
長

教
育
長

教
育
長

背
景



一般質問

避
難
所
で
の
対
応

Ｑ 

体
育
館
に
空
調
設
備
の
設
置
を

Ａ 
６
年
度
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
導
入
す
る

学
校
給
食
の
無
償
化

Ｑ 

南
部
町
で
も
実
施
を

Ａ 

今
年
度
か
ら
第
３
子
を
無
償

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

地
震
、
豪
雨
水
害
で
の
避
難

所
の
対
応
を
問
う
。

　
災
害
の
避
難
所
に
は
体
育
館
が
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
体
育
館
の
冷

暖
房
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国

も
補
助
率
を
三
分
の
一
か
ら
二
分
の

一
に
上
げ
て
お
り
、
設
置
を
求
め
る
。

町
長
　
町
内
の
指
定
避
難
所

は
23
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち

体
育
館
を
使
用
し
て
の
指
定
避
難
所

は
６
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
以
外
は
、

小
中
学
校
の
体
育
館
だ
。
体
育
館
の

空
調
設
置
に
つ
い
て
は
、
断
熱
性
の

確
保
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
勘

案
し
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。

　
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
は
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
被
害

状
況
や
収
容
施
設
の
安
全
性
を
判
断

し
、
指
定
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
っ
て
っ
て
い
る
。
で
き
る
限
り

冷
暖
房
施
設
が
整
っ
た
指
定
避
難
所

を
開
設
す
る
考
え
だ
。

　
来
年
度
予
算
で
は
、
各
小
・
中
学

校
の
体
育
館
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
予
定
だ
。

冷
房
装
置
は
各
教
室
に
あ
る

が
体
育
館
に
は
な
く
、
夏
場

は
温
度
が
上
が
っ
て
大
変
だ
。
今
後

も
空
調
設
備
の
導
入
を
研
究
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
、
補
助
金
等
に
つ
い

て
は
当
然
研
究
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
体
育
館
が
危
険
な
場

所
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
教
育
活

動
な
の
で
責
任
を
も
っ
て
学
校
の
方

で
や
っ
て
い
き
た
い
。
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

冷
た
い
風
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で

ず
い
ぶ
ん
効
果
も
あ
る
と
思
う
。

町
長

東
京
都
は
、
今
年
度
か
ら
23

区
す
べ
て
予
算
化
を
進
め
て

い
る
。
青
森
県
は
、
全
県
で
の
学
校

給
食
の
無
償
化
を
決
定
し
て
い
る
。

県
内
の
周
辺
自
治
体
で
も
進
ん
で
き

て
い
る
。
南
部
町
で
も
学
校
給
食
の

無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

ま
た
、
県
に
対
し
、
学
校
給
食
の
無

償
化
の
た
め
の
予
算
化
を
求
め
る
。

本
町
で
は
、
合
併
当
初
よ

り
、
法
に
基
づ
き
、
学
校

給
食
に
必
要
な
施
設
の
経
費
や
人
件

費
は
町
の
負
担
と
し
、
学
校
給
食
の

原
材
料
に
よ
る
経
費
の
み
保
護
者
に

負
担
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

消
費
税
率
の
改
定
、
食
材
の
高
騰
な

ど
に
つ
い
て
は
、
町
負
担
の
増
加
等

で
、
保
護
者
負
担
を
上
げ
る
こ
と
な

く
運
営
し
て
き
た
。

　
経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
の
支
払

い
に
困
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の

費
用
に
つ
い
て
援
助
を
受
け
ら
れ
る

就
学
援
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。
こ

の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

は
給
食
費
の
実
費
を
学
期
ご
と
に
支

給
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
が
確
実
に

利
用
で
き
る
よ
う
一
層
の
周
知
に
努

め
た
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
町
の
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
町
立
小
中
学
校

に
在
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
を
３
人

以
上
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
つ
い

て
、
第
三
子
以
降
の
児
童
生
徒
の
給

食
費
を
全
額
町
の
負
担
と
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
県
へ
の
予
算
要
望
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
に
お
い
て
全
国
一
律
の
子

育
て
支
援
策
で
行
わ
れ
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
。

亀
尾

教
育
長
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林
業
に
よ
る
活
性
化

Ｑ 

林
業
施
策
の
拡
充
を

Ａ 

保
育
間
伐
の
補
助
を
実
施
し
た
い

﨏田光雄 議員
さこだ みつお

里
地
里
山
の
保
全
を
問
う
。

森
林
と
農
地
の
一
体
的
な
保

全
を
図
る
こ
と
が
ま
ず
重
要

と
考
え
て
い
る
。
森
林
の
整
備
、
管
理

は
所
有
者
の
関
心
の
薄
れ
や
、
林
業
従

事
者
の
減
少
で
管
理
の
行
き
届
か
な
い

森
林
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
の
保
全
は
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
継
承
者
不
足
が

重
要
課
題
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
を
懸
念
し
て
い
る
。
交
付
金
を
活
用

し
地
域
が
一
体
と
な
り
農
地
の
保
全
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

林
業
家
の
募
集
に
つ
い
て

問
う
。

現
状
で
は
、
林
業
施
業
に
関

す
る
具
体
的
な
人
材
誘
致
の

検
討
等
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
今
後
の
林
業
施
策
を
展
望
す
る
上

で
は
、
専
門
的
な
技
能
を
持
っ
て
い

る
人
材
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
他
市
町
村
の
取
り
組
み
や
林
業
関

係
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
受
入
れ

環
境
の
整
備
も
含
め
検
討
し
た
い
。

林
業
施
策
の
拡
充
を
問
う
。

林
業
経
営
の
集
積
、
集
約
化

の
取
組
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
森
林
経
営

計
画
策
定
の
推
進
を
行
う
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
保
育
間
伐
に
対

す
る
補
助
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
適
切
な
管
理
に
よ
り
、
将
来

の
利
用
木
材
の
価
値
を
高
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
移
住
も
含
め
た
若
者
た
ち
が
林
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
対
し
て
総
合
的

な
再
検
討
に
取
り
組
み
た
い
。

町
長

町
長

﨏
田

町
長

﨏
田

﨏
田

ヒノキの間伐

亀
尾

亀
尾

教
育
長

教
育
長
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の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国

も
補
助
率
を
三
分
の
一
か
ら
二
分
の

一
に
上
げ
て
お
り
、
設
置
を
求
め
る
。

町
長
　
町
内
の
指
定
避
難
所

は
23
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち

体
育
館
を
使
用
し
て
の
指
定
避
難
所

は
６
カ
所
と
な
っ
て
い
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。
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業
者

ト
レ
ー
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以
外
は
、

小
中
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の
体
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だ
。
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に
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て
は
、
断
熱
性
の

確
保
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
勘

案
し
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。
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害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
は
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
被
害

状
況
や
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容
施
設
の
安
全
性
を
判
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し
、
指
定
避
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所
を
開
設
す
る
こ
と

に
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て
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る
。
で
き
る
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り
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房
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設
が
整
っ
た
指
定
避
難
所

を
開
設
す
る
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え
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来
年
度
予
算
で
は
、
各
小
・
中
学

校
の
体
育
館
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
予
定
だ
。

冷
房
装
置
は
各
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室
に
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る

が
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に
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、
夏
場
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、
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で
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を
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ク
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の
設
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た
い
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に
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る
と
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と
で

ず
い
ぶ
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効
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も
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る
と
思
う
。
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長

東
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は
、
今
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度
か
ら
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区
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て
予
算
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を
進
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て
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。
青
森
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は
、
全
県
で
の
学
校

給
食
の
無
償
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を
決
定
し
て
い
る
。

県
内
の
周
辺
自
治
体
で
も
進
ん
で
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て
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る
。
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も
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食
の
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を
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と
を
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ま
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、
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に
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し
、
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の
た
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の
予
算
化
を
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で
は
、
合
併
当
初
よ

り
、
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に
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き
、
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に
必
要
な
施
設
の
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費
や
人
件

費
は
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負
担
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し
、
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の
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に
よ
る
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の
み
保
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者
に
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担
い
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だ
い
て
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る
。
こ
れ
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で
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費
税
率
の
改
定
、
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材
の
高
騰
な

ど
に
つ
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て
は
、
町
負
担
の
増
加
等

で
、
保
護
者
負
担
を
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こ
と
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く
運
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的
な
理
由
で
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食
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の
支
払

い
に
困
る
世
帯
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は
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を
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。
こ
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に
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で
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よ
う
一
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の
周
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に
努
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た
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。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
町
の
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
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立
小
中
学
校

に
在
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
を
３
人

以
上
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し
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い
る
保
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者
に
つ
い

て
、
第
三
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以
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の
児
童
生
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の
給
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を
全
額
町
の
負
担
と
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
県
へ
の
予
算
要
望
に
つ
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て
は
、

国
の
責
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に
お
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て
全
国
一
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の
子

育
て
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で
行
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べ
き
と
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、
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こ
と
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し
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。
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。
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と
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的
な
保
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を
図
る
こ
と
が
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ず
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と
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の
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、
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は
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有
者
の
関
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の
薄
れ
や
、
林
業
従

事
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の
減
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で
管
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の
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が
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き
な
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。
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は
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事
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や
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不
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が

重
要
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で
あ
り
、
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作
放
棄
地
の
増
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を
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て
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る
。
交
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金
を
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用

し
地
域
が
一
体
と
な
り
農
地
の
保
全
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

林
業
家
の
募
集
に
つ
い
て

問
う
。

現
状
で
は
、
林
業
施
業
に
関

す
る
具
体
的
な
人
材
誘
致
の

検
討
等
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
今
後
の
林
業
施
策
を
展
望
す
る
上

で
は
、
専
門
的
な
技
能
を
持
っ
て
い

る
人
材
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
他
市
町
村
の
取
り
組
み
や
林
業
関

係
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
受
入
れ

環
境
の
整
備
も
含
め
検
討
し
た
い
。

林
業
施
策
の
拡
充
を
問
う
。

林
業
経
営
の
集
積
、
集
約
化

の
取
組
が
重
要
と
認
識
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て

い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
森
林
経
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計
画
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定
の
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進
を
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う
。

　
令
和
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年
度
か
ら
保
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間
伐
に
対

す
る
補
助
も
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し
た
い
と
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り
、
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な
管
理
に
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り
、
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の
利
用
木
材
の
価
値
を
高
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
移
住
も
含
め
た
若
者
た
ち
が
林
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
対
し
て
総
合
的

な
再
検
討
に
取
り
組
み
た
い
。

町
長

町
長

﨏
田

町
長

﨏
田

﨏
田

ヒノキの間伐

亀
尾

亀
尾

教
育
長

教
育
長



一般質問

仲田司朗 議員
なかだ しろう

人
口
減
少
対
策

Ｑ 

集
落
機
能
維
持
の
対
策
は

Ａ 
地
域
振
興
協
議
会
、各
集
落
、行
政
で
議
論
し
て
い
く

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
日
本
の
地
域
別
将

来
推
計
人
口
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
を
基
に
令
和

32
年
ま
で
の
５
年
後
と
30
年
間
に
つ

い
て
男
女
５
歳
階
級
別
に
推
計
し
た

も
の
。

本
町
で
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
と
集
落
機
能
が
維
持
で
き

な
く
な
る
。
そ
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

こ
の
公
表
資
料
の
中
で
２
０

５
０
年
南
部
町
の
人
口
は
６

３
７
８
人
で
、
２
０
２
０
年
の
国
勢

調
査
か
ら
38
．
２
％
減
少
す
る
推
計

人
口
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

集
落
維
持
に
つ
い
て
の
即
効
性
の
あ

る
対
応
策
は
現
段
階
で
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

集
落
維
持
の
対
策
は
。

令
和
６
年
度
は
７
つ
の
地
域

振
興
協
議
会
、
各
集
落
、
行

政
の
三
位
一
体
の
目
線
を
合
わ
せ
る

取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
地
域
の
あ

る
べ
き
姿
を
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

地
域
振
興
協
議
会
役
員
の
な

り
手
不
足
の
た
め
の
解
消
策

は
あ
る
の
か
。

人
口
減
少
や
働
き
方
改
革
、

定
年
延
長
な
ど
も
影
響
し
て

い
る
と
推
察
し
て
い
る
。
定
期
的
に

行
わ
れ
る
地
域
振
興
協
議
会
連
絡
会

な
ど
を
通
じ
て
、
解
消
に
向
け
た
議

論
に
努
め
た
い
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
一

過
性
で
は
あ
る
が
、
新
た
な

企
業
を
誘
致
す
る
と
か
、
あ
る
い
は

今
あ
る
町
内
企
業
に
規
模
拡
大
し
て

も
ら
い
、
少
し
で
も
人
口
増
加
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

防
災
備
蓄
倉
庫
を
災
害
に
な

り
や
す
い
と
こ
ろ
に
設
置
し

て
、
災
害
時
に
す
ぐ
に
災
害
の
初
動

対
応
が
で
き
る
の
で
設
置
で
き
な
い

か
。

町
が
保
有
す
る
災
害
備
品
を

西
伯
郵
便
局
横
の
倉
庫
に
保

管
し
て
お
り
、
当
町
が
被
災
し
た
場

合
は
も
と
よ
り
県
内
外
で
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
災
害
備
蓄
品

を
提
供
し
て
い
る
。
現
在
、
災
害
備

蓄
品
の
保
管
は
１
ヶ
所
に
集
約
し
て

い
る
が
、
災
害
時
等
に
備
蓄
品
の
搬

送
に
時
間
が
か
か
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
や
、
保
管
場
所
の
倒
壊
に
よ
り
備

蓄
品
が
搬
出
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ

り
、
町
内
に
複
数
の
場
所
に

分
散
保
管
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

避
難
所
に
つ
い
て
自
治
体
間

の
連
携
が
図
ら
れ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
西
部
７
町
村
合

同
で
の
避
難
所
開
設
訓
練
を

実
施
し
、
令
和
４
年
度
に
は
地
震
発

生
を
想
定
し
て
大
木
屋
集
落
の
方
が

日
南
町
菅
沢
地
区
に
避
難
す
る
訓
練

を
実
施
し
た
。
実
際
の
訓
練
を
通
し

て
他
町
に
避
難
す
る
す
る
上
で
の
課

題
が
分
か
っ
た
の
で
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

地
域
防
災

Ｑ 

防
災
備
蓄
倉
庫
の
増
設

Ａ 

複
数
の
場
所
に
分
散
保
管
し
た
い

仲
田

仲
田

仲
田

町
長

町
長

町
長

仲
田

仲
田

背
景保

育
園
運
営
費

Ｑ 

公
立
・
私
立
の
財
源
比
較
は
正
確
で
は
な
い

Ａ 

試
算
は
で
き
る
が
大
き
な
混
乱
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
大
事

町
は
、
町
立
保
育
園
の
民
間

移
管
の
最
大
の
理
由
を
「
運

営
費
に
お
い
て
は
、
私
立
に
は
補
助

が
あ
る
が
公
立
に
は
補
助
が
な
く
普

通
交
付
税
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
源
の
明
確
化
、
町
負
担
の
軽
減
」

と
説
明
し
て
き
た
。
昨
年
９
月
議
会

で
、
私
立
、
公
立
の
財
源
比
較
を
し

て
い
る
が
、
公
定
価
格
と
地
方
交
付

税
で
比
較
対
象
児
童
数
に
違
い
が
あ

り
、
正
確
な
比
較
と
い
い
難
い
。
訂

正
を
求
め
る
。
　

　
ま
た
、
総
務
省
の
見
解
で
は
再
三
、

公
私
に
差
が
つ
か
な
い
よ
う
交
付
税

算
定
さ
れ
て
い
る
と
明
言
し
て
い
る
。

再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

訂
正
を
求
め
ら
れ
て
い
る
資

料
は
、
令
和
５
年
７
月
31
日

に
開
催
し
た
第
47
回
行
財
政
運
営
審

議
会
に
お
い
て
提
出
し
た
資
料
が
基

に
な
っ
て
い
る
。
園
児
数
の
違
い
の

指
摘
だ
が
、
同
じ
園
児
数
で
算
定
し

て
も
傾
向
と
し
て
は
同
じ
に
な
り
、

と
し
て
は
同
じ
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
資
料
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
ご
指
摘

の
方
法
で
資
料
を
作
成
し
た
が
、
訂

正
の
考
え
は
な
い
。

　
議
員
指
摘
の
地
方
交
付
税
と
施
設

給
付
費
で
算
定
の
基
の
園
児
数
が
違

う
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
交
付
税

と
同
じ
考
え
方
で
試
算
し
た
も
の
を

資
料
に
示
し
た
。

大
前
提
が
崩
れ
た
ら
比
較
に

な
ら
な
い
の
で
、
同
じ
児
童

数
で
計
算
し
な
お
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
ま
で
私
立
で
は
町
負
担
が
約
３

３
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
約
４

５
７
２
万
円
と
約
１
２
０
０
万
円
多

く
な
っ
た
。
公
立
で
は
約
８
６
０
０

万
円
の
負
担
で
そ
の
差
が
約
５
０
０

０
万
円
と
い
っ
て
い
た
の
が
不
正
確

で
、
１
２
０
０
万
円
の
差
が
出
て
き

た
と
い
う
こ
と
だ
。
認
め
る
か
。

あ
な
が
ち
間
違
い
だ
と
指
摘

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。町

が
比
較
を
し
た
こ
と
だ
。

費
用
の
差
を
比
較
す
る
に
は
、

当
然
条
件
を
同
じ
に
す
る
の
が
当
た

り
前
だ
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
不
誠

実
だ
。
町
民
や
議
会
に
数
字
の
訂
正

を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。

　
次
に
、
需
要
額
が
４
園
で
１
億
２

３
０
０
万
円
と
い
う
の
は
ど
う
し
て

出
し
た
の
か
。
国
の
ル
ー
ル
で
は
、

（
町
提
出
資
料
）
計
算
す
る
と
社
会

福
祉
費
に
約
４
億
円
の
需
要
額
と
し

て
い
る
の
は
認
め
る
か
。

ル
ー
ル
上
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
は
、
保
育
園
の
需
要
費
は

１
憶
２
３
０
０
万
円
と
し
て

い
る
。
ど
う
計
算
し
た
の
か
。

総
務
省
が
示
し
て
い
る
10
万

人
規
模
が
大
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
該
当
の
児
童
福
祉
費
の
保
育

園
に
係
る
運
営
経
費
の
歳
出
と
歳
入

の
比
で
算
出
し
て
い
る
。
そ
れ
が

64
％
と
な
っ
て
お
り
そ
の
結
果
が
、

単
位
当
た
り
の
費
用
と
し
て
は
８
６

７
０
円
と
計
算
し
て
い
る
。

本
町
に
は
、
保
育
園
の
費
用

で
国
庫
負
担
が
64
％
も
来
て

い
な
い
。
町
に
来
て
い
る
社
会
福
祉

費
約
４
億
円
を
ど
う
割
り
振
り
し
て

い
る
か
示
し
て
ほ
し
い
。

社
会
福
祉
費
の
内
訳
と
特
定

財
源
の
実
績
は
出
せ
る
と
思

う
が
若
干
時
間
が
ほ
し
い
。

民
間
移
管
の
最
大
の
理
由
で

あ
り
、
き
ち
ん
と
説
明
す
べ

き
だ
。
数
字
が
違
っ
た
場
合
は
住
民

に
き
ち
ん
と
説
明
が
で
き
る
か
。

試
算
は
で
き
る
が
そ
の
結
果

に
つ
い
て
大
き
な
混
乱
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。

町
長

町
長

町
長

町
長

真
壁

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

町
内
の
誘
致
企
業
18
社
の
令

和
５
年
４
月
時
点
の
雇
用
者

の
総
数
は
１
４
９
２
人
で
う
ち
町
内

か
ら
の
雇
用
数
は
３
２
７
人
、
外
国

人
雇
用
者
数
は
78
人
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
企

業
事
業
所
が
地
域
や
集
落
に
関
わ
る

こ
と
は
町
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
企
業
誘
致

も
積
極
的
に
行
い
、
町
内
企
業
の
規

模
拡
大
に
つ
い
て
も
支
援
策
を
含
め

相
談
や
対
応
を
緊
密
に
行
い
た
い
。
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一般質問

仲田司朗 議員
なかだ しろう

人
口
減
少
対
策

Ｑ 

集
落
機
能
維
持
の
対
策
は

Ａ 

地
域
振
興
協
議
会
、各
集
落
、行
政
で
議
論
し
て
い
く

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
日
本
の
地
域
別
将

来
推
計
人
口
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
を
基
に
令
和

32
年
ま
で
の
５
年
後
と
30
年
間
に
つ

い
て
男
女
５
歳
階
級
別
に
推
計
し
た

も
の
。

本
町
で
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
と
集
落
機
能
が
維
持
で
き

な
く
な
る
。
そ
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

こ
の
公
表
資
料
の
中
で
２
０

５
０
年
南
部
町
の
人
口
は
６

３
７
８
人
で
、
２
０
２
０
年
の
国
勢

調
査
か
ら
38
．
２
％
減
少
す
る
推
計

人
口
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

集
落
維
持
に
つ
い
て
の
即
効
性
の
あ

る
対
応
策
は
現
段
階
で
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

集
落
維
持
の
対
策
は
。

令
和
６
年
度
は
７
つ
の
地
域

振
興
協
議
会
、
各
集
落
、
行

政
の
三
位
一
体
の
目
線
を
合
わ
せ
る

取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
地
域
の
あ

る
べ
き
姿
を
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

地
域
振
興
協
議
会
役
員
の
な

り
手
不
足
の
た
め
の
解
消
策

は
あ
る
の
か
。

人
口
減
少
や
働
き
方
改
革
、

定
年
延
長
な
ど
も
影
響
し
て

い
る
と
推
察
し
て
い
る
。
定
期
的
に

行
わ
れ
る
地
域
振
興
協
議
会
連
絡
会

な
ど
を
通
じ
て
、
解
消
に
向
け
た
議

論
に
努
め
た
い
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
一

過
性
で
は
あ
る
が
、
新
た
な

企
業
を
誘
致
す
る
と
か
、
あ
る
い
は

今
あ
る
町
内
企
業
に
規
模
拡
大
し
て

も
ら
い
、
少
し
で
も
人
口
増
加
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

防
災
備
蓄
倉
庫
を
災
害
に
な

り
や
す
い
と
こ
ろ
に
設
置
し

て
、
災
害
時
に
す
ぐ
に
災
害
の
初
動

対
応
が
で
き
る
の
で
設
置
で
き
な
い

か
。

町
が
保
有
す
る
災
害
備
品
を

西
伯
郵
便
局
横
の
倉
庫
に
保

管
し
て
お
り
、
当
町
が
被
災
し
た
場

合
は
も
と
よ
り
県
内
外
で
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
災
害
備
蓄
品

を
提
供
し
て
い
る
。
現
在
、
災
害
備

蓄
品
の
保
管
は
１
ヶ
所
に
集
約
し
て

い
る
が
、
災
害
時
等
に
備
蓄
品
の
搬

送
に
時
間
が
か
か
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
や
、
保
管
場
所
の
倒
壊
に
よ
り
備

蓄
品
が
搬
出
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ

り
、
町
内
に
複
数
の
場
所
に

分
散
保
管
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

避
難
所
に
つ
い
て
自
治
体
間

の
連
携
が
図
ら
れ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
、
西
部
７
町
村
合

同
で
の
避
難
所
開
設
訓
練
を

実
施
し
、
令
和
４
年
度
に
は
地
震
発

生
を
想
定
し
て
大
木
屋
集
落
の
方
が

日
南
町
菅
沢
地
区
に
避
難
す
る
訓
練

を
実
施
し
た
。
実
際
の
訓
練
を
通
し

て
他
町
に
避
難
す
る
す
る
上
で
の
課

題
が
分
か
っ
た
の
で
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

地
域
防
災

Ｑ 

防
災
備
蓄
倉
庫
の
増
設
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複
数
の
場
所
に
分
散
保
管
し
た
い
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田
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田

町
長

町
長

町
長

仲
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仲
田

背
景保

育
園
運
営
費

Ｑ 

公
立
・
私
立
の
財
源
比
較
は
正
確
で
は
な
い

Ａ 
試
算
は
で
き
る
が
大
き
な
混
乱
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
大
事

町
は
、
町
立
保
育
園
の
民
間

移
管
の
最
大
の
理
由
を
「
運

営
費
に
お
い
て
は
、
私
立
に
は
補
助

が
あ
る
が
公
立
に
は
補
助
が
な
く
普

通
交
付
税
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
源
の
明
確
化
、
町
負
担
の
軽
減
」

と
説
明
し
て
き
た
。
昨
年
９
月
議
会

で
、
私
立
、
公
立
の
財
源
比
較
を
し

て
い
る
が
、
公
定
価
格
と
地
方
交
付

税
で
比
較
対
象
児
童
数
に
違
い
が
あ

り
、
正
確
な
比
較
と
い
い
難
い
。
訂

正
を
求
め
る
。
　

　
ま
た
、
総
務
省
の
見
解
で
は
再
三
、

公
私
に
差
が
つ
か
な
い
よ
う
交
付
税

算
定
さ
れ
て
い
る
と
明
言
し
て
い
る
。

再
度
の
説
明
を
求
め
る
。

訂
正
を
求
め
ら
れ
て
い
る
資

料
は
、
令
和
５
年
７
月
31
日

に
開
催
し
た
第
47
回
行
財
政
運
営
審

議
会
に
お
い
て
提
出
し
た
資
料
が
基

に
な
っ
て
い
る
。
園
児
数
の
違
い
の

指
摘
だ
が
、
同
じ
園
児
数
で
算
定
し

て
も
傾
向
と
し
て
は
同
じ
に
な
り
、

と
し
て
は
同
じ
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
資
料
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
ご
指
摘

の
方
法
で
資
料
を
作
成
し
た
が
、
訂

正
の
考
え
は
な
い
。

　
議
員
指
摘
の
地
方
交
付
税
と
施
設

給
付
費
で
算
定
の
基
の
園
児
数
が
違

う
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
交
付
税

と
同
じ
考
え
方
で
試
算
し
た
も
の
を

資
料
に
示
し
た
。

大
前
提
が
崩
れ
た
ら
比
較
に

な
ら
な
い
の
で
、
同
じ
児
童

数
で
計
算
し
な
お
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
ま
で
私
立
で
は
町
負
担
が
約
３

３
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
約
４

５
７
２
万
円
と
約
１
２
０
０
万
円
多

く
な
っ
た
。
公
立
で
は
約
８
６
０
０

万
円
の
負
担
で
そ
の
差
が
約
５
０
０

０
万
円
と
い
っ
て
い
た
の
が
不
正
確

で
、
１
２
０
０
万
円
の
差
が
出
て
き

た
と
い
う
こ
と
だ
。
認
め
る
か
。

あ
な
が
ち
間
違
い
だ
と
指
摘

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。町

が
比
較
を
し
た
こ
と
だ
。

費
用
の
差
を
比
較
す
る
に
は
、

当
然
条
件
を
同
じ
に
す
る
の
が
当
た

り
前
だ
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
不
誠

実
だ
。
町
民
や
議
会
に
数
字
の
訂
正

を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。

　
次
に
、
需
要
額
が
４
園
で
１
億
２

３
０
０
万
円
と
い
う
の
は
ど
う
し
て

出
し
た
の
か
。
国
の
ル
ー
ル
で
は
、

（
町
提
出
資
料
）
計
算
す
る
と
社
会

福
祉
費
に
約
４
億
円
の
需
要
額
と
し

て
い
る
の
は
認
め
る
か
。

ル
ー
ル
上
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
は
、
保
育
園
の
需
要
費
は

１
憶
２
３
０
０
万
円
と
し
て

い
る
。
ど
う
計
算
し
た
の
か
。

総
務
省
が
示
し
て
い
る
10
万

人
規
模
が
大
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
該
当
の
児
童
福
祉
費
の
保
育

園
に
係
る
運
営
経
費
の
歳
出
と
歳
入

の
比
で
算
出
し
て
い
る
。
そ
れ
が

64
％
と
な
っ
て
お
り
そ
の
結
果
が
、

単
位
当
た
り
の
費
用
と
し
て
は
８
６

７
０
円
と
計
算
し
て
い
る
。

本
町
に
は
、
保
育
園
の
費
用

で
国
庫
負
担
が
64
％
も
来
て

い
な
い
。
町
に
来
て
い
る
社
会
福
祉

費
約
４
億
円
を
ど
う
割
り
振
り
し
て

い
る
か
示
し
て
ほ
し
い
。

社
会
福
祉
費
の
内
訳
と
特
定

財
源
の
実
績
は
出
せ
る
と
思

う
が
若
干
時
間
が
ほ
し
い
。

民
間
移
管
の
最
大
の
理
由
で

あ
り
、
き
ち
ん
と
説
明
す
べ

き
だ
。
数
字
が
違
っ
た
場
合
は
住
民

に
き
ち
ん
と
説
明
が
で
き
る
か
。

試
算
は
で
き
る
が
そ
の
結
果

に
つ
い
て
大
き
な
混
乱
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。

町
長

町
長

町
長

町
長

真
壁

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

町
内
の
誘
致
企
業
18
社
の
令

和
５
年
４
月
時
点
の
雇
用
者

の
総
数
は
１
４
９
２
人
で
う
ち
町
内

か
ら
の
雇
用
数
は
３
２
７
人
、
外
国

人
雇
用
者
数
は
78
人
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
企

業
事
業
所
が
地
域
や
集
落
に
関
わ
る

こ
と
は
町
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
企
業
誘
致

も
積
極
的
に
行
い
、
町
内
企
業
の
規

模
拡
大
に
つ
い
て
も
支
援
策
を
含
め

相
談
や
対
応
を
緊
密
に
行
い
た
い
。
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町
長

町
長

仲
田

町
長

町
長



一般質問

２
０
４
０
年
問
題

Ｑ 

今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

Ａ 

子
ど
も
真
ん
中
政
策
を
強
化
す
る

今
か
ら
早
速
出
来
る
施
策
を

問
う
。

国
も
県
も
人
口
減
少
施
策
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
我
が
町

で
も
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
再
点
検
し

南
部
町
の
子
ど
も
真
ん
中
施
策
を
強

化
す
る
。人

口
減
少
の
中
、
町
民
の
生

活
を
守
る
施
策
を
問
う
。

町
民
の
生
活
を
守
る
上
で
、

医
療
、
福
祉
、
交
通
、
買
物
な

ど
に
つ
い
て
、
町
民
と
共
に
作
っ
て

い
き
た
い
。

第
二
次
総
合
戦
略
の
折
り
返

し
点
で
あ
る
。そ
こ
に
は
デ
ジ

タ
ル
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
、今
後
デ

ジ
タ
ル
の
具
体
的
な
施
策
を
問
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
住
民
と
つ
な
が

る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

る
「
テ
ノ
ヒ
ラ
役
場
」、「
デ
ジ
タ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
活
動
支
援
」、
交
通
で
は

「
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の

導
入
」、
買
物
で
は
「
た
す
か
ー
ど
の

運
用
」
と
「
行
政
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
」

な
ど
で
、
役
場
職
員
の
働
き
方
を
変

え
る
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整

備
し
、
地
域
に
出
か
け
る
職
員
の
実

現
を
加
速
す
る
。今
後
さ
ら
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
住
民
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
重
点
的
に
取

り
組
む
。人

口
減
少
の
な
か
、
今
後
医

療
介
護
の
問
題
が
大
事
に
な

る
、
そ
の
施
策
を
問
う
。医

療
と
介
護

ニ
ー
ズ
が
増

加
す
る
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
医
療
機
関
と
し
て
、

地
域
密
着
型
多
機
能
病
院
を
病
院
内

に
整
え
又
在
宅
医
療
支
援
病
院
を
活

用
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
増
床

し
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
提
供
出

来
る
病
院
に
し
て
行
く
。

子
育
て
と
教
育
支
援
の
今
後

に
つ
い
て
問
う
。

本
町
の
子
育
て
支
援
施
策

は
、
評
価
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
町
が
各
部
署
と
連
携

し
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を

し
て
行
く
。県

内
で
初
め
て
制
定
し
た

教
育
の
日
条
例
で
10
月
、

11
月
を
町
教
育
月
間
と
定
め
て
い

る
。
こ
の
月
を
中
心
に
、
教
育
は
人

づ
く
り
、
町
づ
く
り
の
施
策
を
集
中

し
て
10
年
20
年
後
の
屋
台
骨
を
支
え

る
人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

町
長

細
田

細
田

細田元教 議員
ほそだ もとのり

町
長

町
長

細
田

細
田

町
長
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保
育
園
の
建
設
場
所

Ｑ 

建
設
予
定
地
は
安
全
か

Ａ 
今
後
の
調
査
に
よ
る

滝山克己 議員
たきやま かつみ

統
合
予
定
保
育
園
の
建
設
予

定
地
は
県
が
公
表
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
入
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
安
全
と
い
え
る
か
。
ま
た
、
渓

流
調
査
と
は
何
の
調
査
か
。

影
響
線
の
末
端
が
、
建
設
予

定
地
の
中
に
一
部
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
地
形
上
影
響
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
調
査
で
あ
る
。
ま
た
、

予
定
地
周
辺
で
見
落
と
さ
れ
た
渓
流

が
な
い
か
調
査
確
認
を
再
度
行
う
予

定
だ
。

県
の
調
査
で
の
判
定
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

建
設
予
定
地
の
東
方
３
０
０

ｍ
に
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
（
レ
ッ
ド
）
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
扇
状
の
区
域
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
）
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
末
端
部
分
の
一
部
が
建
設
予

定
地
に
入
っ
て
い
る
が
造
成
予
定
地

の
法
面
の
下
、
数
メ
ー
ト
ル
下
の
部

分
で
約
24
セ
ン
チ
の
高
さ
の
影
響
が

あ
る
か
再
度
こ
れ
を
調
査
す
る
。

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
造
成

と
な
り
農
地
か
ら
の
形
状
変

更
に
よ
り
降
雨
時
の
排
水
量
に
変
化

が
出
る
と
思
う
が
現
状
の
排
水
路
で

処
理
で
き
る
か
。

何
ら
か
の
影
響
は
出
る
と
想

定
し
て
い
る
が
調
査
結
果
に

よ
り
対
応
策
が
違
っ
て
く
る
と
思
う
。

線内土砂災害警戒区域

滝
山

滝
山

町
長

滝
山

町
長

町
長

町
道
管
理

Ｑ 

路
面
以
外
の
草
木
の
管
理

Ａ 

現
在
の
制
度
を
活
用
さ
れ
た
い

高
所
か
ら
落
下
し
て
き
た
雑

木
等
が
衝
突
し
た
時
の
管
理

者
責
任
は
。

個
人
所
有
地
か
ら
生
え
て
い

る
竹
木
等
は
そ
の
所
有
者
に

所
有
権
が
あ
る
た
め
、
道
路
に
枝
木

が
張
り
出
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

も
基
本
的
に
は
町
で
伐
採
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
樹
木

の
所
有
者
は
、
落
下
の
恐
れ
が
あ
る

も
の
は
剪
定
す
る
義
務
が
あ
る
。
こ

れ
を
怠
る
と
、
そ
の
た
め
に
発
生
し

た
事
故
等
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者

が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と

い
う
風
に
聞
い
て
い
る
。
道
路
管
理

者
も
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。
町
道
敷
地
内
の
樹
木
に
つ
い

て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
支
障

に
な
り
そ
う
な
も
の
は
予
防
的
に
伐

採
し
対
応
し
て
い
る
。

滝
山

町
長

病
院
事
業
管
理
者

細
田

教
育
長 建設予定地

イメージイラスト
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一般質問

２
０
４
０
年
問
題

Ｑ 

今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

Ａ 
子
ど
も
真
ん
中
政
策
を
強
化
す
る

今
か
ら
早
速
出
来
る
施
策
を

問
う
。

国
も
県
も
人
口
減
少
施
策
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
我
が
町

で
も
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
再
点
検
し

南
部
町
の
子
ど
も
真
ん
中
施
策
を
強

化
す
る
。人

口
減
少
の
中
、
町
民
の
生

活
を
守
る
施
策
を
問
う
。

町
民
の
生
活
を
守
る
上
で
、

医
療
、
福
祉
、
交
通
、
買
物
な

ど
に
つ
い
て
、
町
民
と
共
に
作
っ
て

い
き
た
い
。

第
二
次
総
合
戦
略
の
折
り
返

し
点
で
あ
る
。そ
こ
に
は
デ
ジ

タ
ル
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
、今
後
デ

ジ
タ
ル
の
具
体
的
な
施
策
を
問
う
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
住
民
と
つ
な
が

る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き

る
「
テ
ノ
ヒ
ラ
役
場
」、「
デ
ジ
タ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
活
動
支
援
」、
交
通
で
は

「
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の

導
入
」、
買
物
で
は
「
た
す
か
ー
ど
の

運
用
」
と
「
行
政
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
」

な
ど
で
、
役
場
職
員
の
働
き
方
を
変

え
る
。リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整

備
し
、
地
域
に
出
か
け
る
職
員
の
実

現
を
加
速
す
る
。今
後
さ
ら
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
住
民
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
重
点
的
に
取

り
組
む
。人

口
減
少
の
な
か
、
今
後
医

療
介
護
の
問
題
が
大
事
に
な

る
、
そ
の
施
策
を
問
う
。医

療
と
介
護

ニ
ー
ズ
が
増

加
す
る
中
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
医
療
機
関
と
し
て
、

地
域
密
着
型
多
機
能
病
院
を
病
院
内

に
整
え
又
在
宅
医
療
支
援
病
院
を
活

用
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
増
床

し
町
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
提
供
出

来
る
病
院
に
し
て
行
く
。

子
育
て
と
教
育
支
援
の
今
後

に
つ
い
て
問
う
。

本
町
の
子
育
て
支
援
施
策

は
、
評
価
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
町
が
各
部
署
と
連
携

し
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を

し
て
行
く
。県

内
で
初
め
て
制
定
し
た

教
育
の
日
条
例
で
10
月
、

11
月
を
町
教
育
月
間
と
定
め
て
い

る
。
こ
の
月
を
中
心
に
、
教
育
は
人

づ
く
り
、
町
づ
く
り
の
施
策
を
集
中

し
て
10
年
20
年
後
の
屋
台
骨
を
支
え

る
人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

町
長

細
田

細
田

細田元教 議員
ほそだ もとのり

町
長

町
長

細
田

細
田

町
長

なんぶ議会だより　第 79号17 なんぶ議会だより　第 79号 16

保
育
園
の
建
設
場
所

Ｑ 

建
設
予
定
地
は
安
全
か

Ａ 

今
後
の
調
査
に
よ
る

滝山克己 議員
たきやま かつみ

統
合
予
定
保
育
園
の
建
設
予

定
地
は
県
が
公
表
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
入
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
安
全
と
い
え
る
か
。
ま
た
、
渓

流
調
査
と
は
何
の
調
査
か
。

影
響
線
の
末
端
が
、
建
設
予

定
地
の
中
に
一
部
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
地
形
上
影
響
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
調
査
で
あ
る
。
ま
た
、

予
定
地
周
辺
で
見
落
と
さ
れ
た
渓
流

が
な
い
か
調
査
確
認
を
再
度
行
う
予

定
だ
。

県
の
調
査
で
の
判
定
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

建
設
予
定
地
の
東
方
３
０
０

ｍ
に
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
（
レ
ッ
ド
）
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
扇
状
の
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域
は
土
砂
災

害
警
戒
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域
（
イ
エ
ロ
ー
）
に
な
っ

て
い
る
。
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部
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出
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イメージイラスト

※写真より書き起こしていますので図面は正確なものではありません。
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１月

日
水
水
火
水
火
火

7
10
17
23
24
30
31

日 曜日 会議･行事

南部町消防出初式　南部町二十歳の集い
令和６年度町政に対する要望会
広報常任委員会①
鳥取県町村議会議長会　役員会
広報常任委員会②
鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会
広報常任委員会③

３月

水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
木
金
火
水
木
金

6
7
8
11
12
13
14
15
18
19
21
22
26
27
28
29

日 曜日 会議･行事

議会運営委員会　全員協議会　本会議
本会議
町立中学校卒業式
一般質問
一般質問
一般質問　常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
町立小学校卒業式　常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会　全員協議会
議会運営委員会
全員協議会
広報常任委員会①　本会議　鳥取県西部町村議会議長会連絡会

議会活動日誌

鳥取県町村議会議長会
自治功労者表彰
全国町村議会議長会表彰(町村議会議員として15年以上在職し功労のあった者)
副議長　板井　隆

白川議員（左）　景山議長（中）　板井副議長（右）

QRコードの読み取り方

①カメラ・ビデオを
　タップする。

②カメラを起動し、
枠の中心になるよう
QRコードをかざすと、
自動で読み込みます。

①カメラアプリを
タップしてカメラを
起動する。

③認識した文字をタップ
すると、読み込みます。

②QRコードに近づけると
自動で読み込み、認識した
文字が表示されます。

③読み取り結果（青い文字）
をタップすると、読み込み
ます。

QRコードを読み取ると、
青い文字で表示されます。

（
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
・

A
n
d
r
o
i
d
）

（
A
n
d
r
o
i
d
）

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

　各議員の一般質問のページの顔写真の下にＱＲコードを入れています。スマホかタブレットで
読み取りをすると各議員の６月議会での一般質問を映像で見ることが出来ます。

　
「
な
ん
ぶ
議
会
だ
よ
り
」
第
73

号
が
第
31
回
鳥
取
県
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
写
真
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
南
部
町
議
会
初
め
て
の
受
賞
に

な
り
ま
す
。

　
企
画
提
案
は
白
川
議
員
、
取
材

は
白
川
議
員
と
﨏
田
議
員
で
「
挑

戦
者
た
ち
」
の
取
材
で
撮
影
し
た

も
の
で
す
。

　
写
真
撮
影
は
当
日
、
白
川
議
員

が
挑
戦
（
者
）
し
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
一
緒
に
練
習
を
さ
れ
て

い
る
人
に
お
願
い
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
表
紙
の
写
真
を

選
ぶ
の
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

り
ま
す
が
、
毎
回
１
０
０
点
満
点

は
取
れ
な
い
の
で
肩
に
力
を
入
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　
　
　加
藤

　
　学

　副
委
員
長

　
　
　﨏
田

　光
雄

　委

　員

　
　
　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　
　
　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　

　
　
　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　
　
　仲
田

　司
朗

　
　
　
　
　
　
　
　荊
尾

　芳
之

広報委員会

初受賞

第31回鳥取県町村議会
広報コンクール表彰
部門賞　最優秀写真賞
なんぶ議会だより第73号
南部町議会

２月

金
金
火
木
金
月
火
水
木
木

2
9
13
15
16
19
20
21
22
29

日 曜日 会議･行事
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会
鳥取県後期高齢者医療広域連合議会定例会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会定例会
令和６年度町政に対する要望回答会
鳥取県町村議会議長会定期総会
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合議会定例会
鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会
第９期介護保険事業計画　オンライン説明会
全員協議会　議会改革調査特別委員会

２月

金
金
火
木
金
月
火
水
木
木

2
9
13
15
16
19
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21
22
29
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鳥取県町村議会議長会定期総会
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合議会定例会
鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会
第９期介護保険事業計画　オンライン説明会
全員協議会　議会改革調査特別委員会
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「＋met」開店です

挑戦者たち VOL.08

住　　　　所／南部町天萬897（「てま里」の中）
問い合わせ先／０９０-７２５６-８８６９

米子にあるカフェで2年間修行してきました。
また、様々な地域イベントに参加することで、私の
顔や味そしてお店の名を知ってもらうチャンスだと
思いました。昨年、小学生を対象とした夏休みブ
ルーベリー狩りがあり、いこい荘で開催されたブ
ルーベリースイーツづくりの講師として参加した際、
てま里のカフェエリアが今後空く予定だと知り、
「これだ」と思い飛びこみました。

「てま里」でカフェを始めようと思ったきっかけはQ

A

▲あまくまろやかな味ですよ

▲できたてバターチキンカレー

本格スパイス
バターチキンカレー

問い合わせ

やっぱりバターチキンカレーです。濃縮された
トマトの旨味、厳選した10種のスパイスは隠し味、
芳醇なバターとクリームが絡み合いコクたっぷりで
贅沢な味わいを楽しめるバターチキンカレーに仕上
げています。ぜひ皆さんに味わってもらいたいです。

メインメニューはなんですかQ

A

　県立米子南高等学校・家庭学科調理コース
卒業。休日の楽しみは、4歳の息子と外遊びや
旅行にでかけること。店名の「+met」は、
meetの過去形で、これまでどんな出会いも
プラスの出会いだったことから、多くの出会い
を大切にしたいという願いがこもっている。

プロフィール

遠藤 楓音 さん
マスター

かざねえんどう
タスメット

タスメット

営業日時はこちらからご確認ください。

TASU_MET


